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◎特集　交通死亡事故多発非常事態を宣言中

緊
急
街
頭
啓
発
で

事
故
防
止
を
呼
び
掛
け

市
で
は
、
交
通
死
亡
事
故
多
発
非

常
事
態
の
宣
言
を
受
け
、
交
通
死
亡

事
故
の
発
生
し
た
周
辺
の
地
域
に
お

い
て
、
安
曇
野
交
通
安
全
協
会
支
部

や
、
安
曇
野
警
察
署
と
連
携
し
、
緊

急
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。
事
故

現
場
周
辺
の
各
家
庭
を
訪
問
し
チ
ラ

シ
や
反
射
材
な
ど
を
配
布
し
ま
し
た
。

交
通
死
亡
事
故
現
場
で
は
、
関
係

機
関
と
協
議
の
上
、
路
面
の
カ
ラ
ー

舗
装
や
、
路
面
標
示
な
ど
の
必
要
な

対
策
を
今
後
行
う
予
定
で
す
。

死
亡
者
・
負
傷
者
と
も
増
加

　

市
内
で
は
、
上
半
期
だ
け
で
前
年

を
上
回
る
6
件
の
交
通
死
亡
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
10
月

7
日
に
は
長
野
県
内
に
も
「
交
通
死

亡
事
故
多
発
非
常
事
態
宣
言
」
が
発

令
さ
れ
、
極
め
て
憂
慮
さ
れ
る
事
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
内
の
事
故
の
傾
向
で
は
、
人
身

事
故
件
数
が
５
０
０
件
以
上
減
少
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
死
者
数
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
１
度
の

事
故
が
重
大
な
事
態
に
な
る
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

市
内
で
は
死
亡
事
故
だ
け
で
な

く
、人
身
事
故
は
約
10
パ
ー
セ
ン
ト
、

負
傷
者
数
も
約
5
パ
ー
セ
ン
ト
増
加

し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
・
自
転
車
に
よ
る

事
故
が
多
数
発
生

　

市
内
の
交
通
死
亡
事
故
で
は
、
次

の
よ
う
な
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

①
6
件
中
5
件
は
高
齢
者

②
6
件
中
4
件
は
自
転
車
利
用
者

③
6
件
中
4
件
は
交
差
点
で
の
事
故

④
自
宅
近
く
の
生
活
道
路
で
多
く
発

生
し
て
い
る

◎
特
集

交
通
死
亡
事
故
多
発

非
常
事
態
を
宣
言
中

本年に入り市内で 6件の交通死亡事故が発生し、6人
の尊い人命が失われています。市では、悲惨な交通事
故に歯止めをかけるため、9月 14 日に「交通死亡事故
多発非常事態」を宣言しました。交通事故を減らすた
めには何が必要か考えてみましょう。

問地域づくり課　471・2495　672・3176

【交通安全教室（小中学校）】
スケアード・ストレイト（事故の恐怖を実感
することで危険行為を未然に防ぐ交通教育手
法）方式を用いて、交通事故の怖さや交通マ
ナーを守る大切さを学んでもらっています。

区分 人身事故数
（件）

死亡事故
（人）

傷者数
（件）

安曇野市 337
（＋ 34）

6
（＋ 6）

428
（＋ 23）

長野県 6038
（－ 543）

95
（＋ 47）

7544
（－ 590）

平成 28 年度発生状況

※安曇野市：１月～９月末、長野県：１月～ 10 月５日現在

出陣式であいさつをする宮澤市長

街頭啓発の様子

整備されたゾーン 30（三郷地域）

市
の
取
り
組
み

　

交
通
事
故
の
な
い
社
会
を
目
指
し

て
、
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

安全・安心なまちづくりに向けて～市の主な取り組み～
交通安全に関わる団体と連携し、交通安全対策に取り組んでいます。

街頭啓発・交通指導所の設置
・春と秋の全国交通安全運動時に、安曇野警察署、

安曇野交通安全協会、市交通安全推進協議会合同
出発式を開催

・市内各地で交通指導所の開設
高齢者交通安全モデル地区の設置
・モデル地区内で戸別訪問の実施
交通安全施設の整備
・区や PTA 等から要望のあった道路反射鏡や防護

柵、道路区画線などの整備
信号や横断歩道の設置
・必要な場所への設置を県公安委員会へ要望
通学路の安全確保
・学校周辺に指定された速度抑制のための「ゾーン

30」の整備推進
・関係機関が連携し「市通学路交通安全プログラム」

に基づく通学路の安全対策の実施

世代に応じた交通安全教室の開催
子どもから高齢者まで、各年代に応じた交通安

全教室を開催しています。
保育園・幼稚園では、理解力に応じた交通安全

教室を行い、幼児期からの交通安全意識の定着を
図っています。小学校では、スケアード・ストレ
イト方式による交通安全教室、高齢者には自動車
学校の教習コースをお借りし、加齢による身体機
能や判断力の低下等を体感することで自身の自覚
を促す、参加・体験・実践型交通安全教室を行っ
ています。

「あづみん」の回数券を交付
加齢に伴う身体機能や判断力の低下により、運

転に不安を感じるなどの理由で自主的に運転免許
を返納した市民へ、デマンド交通「あづみん」の
回数券を交付しています。一人につき一回限り、
9,000 円分の回数券を交付しています。
●問い合わせ先　地域づくり課　471・2495

高齢者交通安全教室
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交
通
安
全
は
地
域
や
家
庭

か
ら
！

今
年
、
市
内
で
発
生
し
た
交
通
死

亡
事
故
は
6
件
中
5
件
で
高
齢
者
が

尊
い
命
を
失
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

自
宅
の
近
く
の
生
活
道
路
で
の
事
故

が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
慣
れ
た

道
路
で
も
「
自
分
は
大
丈
夫
」
な
ど

と
過
信
す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ

う
。交

通
事
故
を
防
ぐ
の
は
、
何
よ
り

一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
で
す
。
身
近

な
地
域
の
集
ま
り
や
家
庭
・
職
場
な

ど
で
、
交
通
安
全
対
策
や
自
宅
近
く

の
危
険
箇
所
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
市
民
総
ぐ
る
み
の
交
通
安
全
へ

の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

大切なのは

意識の向上

交通安全について、さまざまな立場の皆
さんからお話を伺いました。その中で、共
通するのが交通安全に対する「意識」を高
めること。

この機会に皆さんの交通安全に対する「意
識」をもう一度考え直す機会にしてみては
どうでしょうか。

市民の皆さんに事故を身近に感じてほしいで
す。運転免許所有者の割合からすれば、事故件数
は少なく感じてしまうかもしれませんが、１度
の事故で尊い命を失ってしまうこともあります。

「他人の事故」「自分は大丈夫」という意識を変
えてください。安曇野警察署でも啓発活動を行
っていますが、一番大切なのは一人ひとりが交
通安全の意識を持つことです。事故を起こすの
も「人」、事故に遭うのも「人」です。県交通安
全運動推進本部でもスローガンを『今行動の時！
交通安全「私から！」』としています。ぜひ安全
意識を高めていただきたいです。

交通安全協会の活動に携わり 25 年になります。
街頭啓発活動をしていても、交差点を曲がる際に
オーバーランする自転車や一時停止をしない車
両等、見ていてひやりとする場面によく出会いま
す。協会では、暗い時間帯の反射材の着用やシー
トベルトの着用等、交通安全を呼び掛けていま
すが、大切なのは身近な人同士の声掛けだと思
います。朝、家を出る家族に「車に気を付けてね」

「スピードを出しすぎないようにね」と一声かけ
るだけで、安全に対する意識が変わってきます。
日常でも緊張感を持ち、安全意識を向上させるこ
とが重要だと思います。

自転車部の活動を通して、安全な運転の方法等
を学んでいます。普段から、見通しの悪い道路で
は左右の確認はもちろん、後ろも確認するなど、
安全確認をしています。それでも、車が建物の陰
から飛び出してくることや、とても速いスピード
で走ってくることがあるので、怖いと感じること
があります。見通しの悪い場所での徐行運転や人
が飛び出してくる「かもしれない」と考えて運転
をしてほしいです。自転車を運転している人の中
にも、傘をさしていたり、下り坂を猛スピードで
走っている人もいたりするので、お互いに安全を
意識することが大切だと思います。

交通安全「私から」
事故は他人事では
ない

家族の声掛けで
緊張感を保つ

「 安 全 確 認 」・
「かもしれない
運転」を忘れ
ないで

安曇野警察署
署長
清水英明さん

安曇野交通安全協会
会長
宮坂英文さん

三郷小学校自転車部
部　長　青栁　空

そ ら

くん（写真右）

副部長　松本侑
ゆ う や

也くん（写真左）

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

起
こ
さ
な
い
た
め
に

昨
年
、
市
内
で
は
、
４
３
４
件
の
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
は

誰
も
が
当
事
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
普
段
の
生
活
を
一
変
さ
せ
て
し
ま
う
怖
さ

が
あ
り
ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
の
意
識
を
も
ち
、
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
、
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●自動車
▷ライトは原則ハイビームです

夕方や夜間にはハイビームを
有効活用し、早めにライトを点
灯しましょう。

▷交差点では 2 段階停止
見通しの悪い道路では、停止

線で一時停止後、徐行で進み、
目視で再確認しましょう。

▷自転車・歩行者に配慮した運
転をしましょう。

●自転車
▷大人もヘルメットを着用

原則として車道の左側を走り、
自動車や歩行者に配慮した走行
をしましょう。

被害を軽減するため、子ども
から高齢者までヘルメットを着
用しましょう。

●歩行者
▷夜間は目立つ服装を

道路の横断には、安全を十分
確認し、横断歩道を利用しまし
ょう。特に左側からくる自動車
はスピードがつかみにくいため
注意しましょう。夕方や夜間は、
明るく目立つ服装で、反射材や
ライト等を持ちましょう。

市
民
総
ぐ
る
み
で
事
故
抑
止
を

市
長　

宮
澤
宗
弘

今
年
に
入
り
、
市
内
で
は
既
に
昨
年

を
上
回
る
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
、

9
月
14
日
に
は
「
交
通
死
亡
事
故
多
発

非
常
事
態
宣
言
」
を
す
る
憂
慮
す
べ
き

事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
で
は
、
高
齢
者
を
は
じ
め
、
歩

行
者
や
自
転
車
に
よ
る
事
故
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各
家
庭
や
地
域
、

職
場
等
に
お
い
て
も
交
通
ル
ー
ル
な
ど

を
お
互
い
に
確
認
し
合
い
「
交
通
安
全

は
自
分
自
身
が
主
役
で
あ
る
」
こ
と
を

再
認
識
い
た
だ
き
、
今
後
も
交
通
事
故

抑
止
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
強
く
お

願
い
し
ま
す
。

市
で
は
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
、
国
、
県
な
ど
に
協
力

い
た
だ
き
、
歩
道
や
道
路
、
信
号
な
ど

の
整
備
や
、
市
の
交
通
安
全
施
策
の
大

綱
と
な
る
「
第
3
次
安
曇
野
市
交
通
安

全
計
画
」
の
策
定
な
ど
を
進
め
て
い
ま

す
。
悲
惨
な
交
通
事
故
を
一
件
で
も
減

ら
す
た
め
に
、
関
係
各
機
関
や
団
体
の

皆
さ
ん
と
共
に
、
市
民
総
ぐ
る
み
で
交

通
死
亡
事
故
抑
止
に
全
力
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

傘に反射材を装着した目立つ服装の例

交通安全運動の様子

◎特集　交通死亡事故多発非常事態を宣言中
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そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
で
は

今
か
ら
30
年
前
の
昭
和
61
年
10
月
18
日
、
数
あ
る
市
町
村
の
中
で
同
じ
「
三
郷
」
と
い
う
名
前
を
持
つ
、
埼
玉
県

三
郷
市
・
長
野
県
三
郷
村
（
現
、安
曇
野
市
）、そ
し
て
奈
良
県
三
郷
町
が
「
友
好
都
市
」
の
絆
を
結
び
ま
し
た
。
今
回
、

三
郷
市
と
三
郷
町
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
ど
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て
い
る
か
紹
介
し
ま
す
。

三郷・安曇野友好都市提携 30 周年記念合同広報

三
郷
市
は
、
埼

玉
県
の
東
南
端
に

位
置
し
、
昭
和
47

年
の
市
制
施
行
以

来
、
40
年
以
上
が

経
過
し
、
ま
ち
も

大
き
く
様
変
わ
り

し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の

が
、
何
と
い
っ
て
も
平
成
17
年
の
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
通
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
東
京
都
心
ま
で
約
25

分
で
の
ア
ク
セ
ス
が
実
現
し
、
ま
ち
の

価
値
が
向
上
し
た
こ
と
で
、
現
在
も
人

口
が
堅
調
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

次
に
Ｊ
Ｒ
新
三
郷
駅
周
辺
の
大
型
商

業
施
設
の
開
業
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
市
内
外
か
ら
の
家
族
連
れ

の
訪
問
者
が
劇
的
に
増
加
し
、
ま
ち
の

さ
ら
な
る
“
に
ぎ
わ
い
”
や
“
活
気
”

の
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
21
年
に
は
三
郷
市
公

式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る

「
か
い
ち
ゃ
ん
＆
つ

ぶ
ち
ゃ
ん
」
が
誕
生

し
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
大
人
気
と
な
っ
て

い
ま
す
。

輝
き
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち

三
郷
町

本
年
4
月
で
町
制
施
行
50
周
年
を
迎

え
た
三
郷
町
。
大
阪
ま
で
約
20
分
と
、

交
通
の
便
の
良
さ
か
ら
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
発
展
し
て
き
た
一
方
、
四
囲
の

柔
ら
か
な
山
な
み
と
美
し
い
自
然
の
中

に
溶
け
合
っ
た
と
っ
く
り
湖
や
、
桜
の

華
や
か
さ
、
鮮
や
か
な
紅
葉
な
ど
、
四

季
折
々
の
趣
を
称
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
聖
徳
太
子
が
信
ず
べ
き
貴
ぶ

べ
き
山
と
命
名
し
た
「
信
貴
山
」。
そ

の
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺
に
架
か
る
「
開

運
橋
」
は
国
内
現
存
最
古
の
カ
ン
チ
レ

バ
ー
構
造
の
橋
で
す
。
鉄
骨
を
組
み
合

わ
せ
て
作
ら
れ
た
橋
脚
も
大
変
珍
し

く
、
国
の
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

特
産
品
「
ミ
サ
ト
っ
子
」
は
天
然
イ

草
を
使
っ
た
ぞ
う
り
。
足
の
指
の
力
を

強
く
し
、
外
反
母
趾
の
予
防
や
矯
正
に

も
役
立
つ
、
現
代
日
本
人
の
足
に
優
し

い
履
物
で
す
。
最
盛
期
に
は
、
全
国
の

約
8
割
の
ぞ
う
り
が
三
郷
町
で
生
産
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

き
ら
り
と
ひ
か
る

田
園
都
市
み
さ
と

～
人
に
も
企
業
に
も

選
ば
れ
る
魅
力
的
な
ま
ち
～

三み
さ
と
・
さ
ん
ご
う
・
あ
づ
み
の

郷
・
安
曇
野　

友
好
都
市
締
結
30
周
年

30
年
の
絆き

ず
な

　
よ
り
強
く
　
そ
し
て
　
未
来
へ

平成 28 年 友好都市締結 30 周年

松本山雅 FC の試合観戦
（松本市アルウィン）

平成 3 年 友好都市締結 10 周年

平成 18 年 友好都市締結 20 周年

昭和 61 年 友好都市締結

開運橋 三郷中央駅前

三郷町民文化祭（三郷町）
友好都市の特産品を求めて、
先頭の人は販売開始５時間前
から並ぶ大行列に！

住民ふれあい事業（安曇野市）
毎年、安曇野を訪れていただき、
住民交流を行っています。

産
業
フ
ェ
ス
タ
（
三
郷
市
）

安
曇
野
市
の
り
ん
ご
と
三
郷
町
の

ぞ
う
り
は
毎
年
大
好
評
で
す
！

友
好
都
市
交
流
推
進
協
議
会

通
称
、
三
郷
サ
ミ
ッ
ト
。
3
市
町
の

首
長
や
議
長
、
教
育
長
が
一
堂
に
会
し

て
開
催
し
、
ど
の
よ
う
な
交
流
を
す
る

の
か
、
そ
の
方
向
づ
け
を
協
議
し
て
い

ま
す
。

初
夏
の
安
曇
野
市
を
駆
け
巡
る

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

本
年
は
、
住
民
ふ
れ
あ
い
事
業
と
し

て
、
6
月
に
開
催
し
た
「
第
2
回
信
州

安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
に
、
三
郷

市
と
三
郷
町
の

皆
さ
ん
も
家
族

で
参
加
し
ま
し

た
。
県
境
を
越

え
た
交
流
で
か

け
が
え
の
な
い

絆
を
結
べ
た
の

で
な
い
で
し
ょ

う
か
。

本
を
通
じ
て
交
流

図
書
コ
ー
ナ
ー
設
置

友
好
都
市
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
い
た
い
！
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
3

市
町
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
ま
つ
わ
る

本
、
そ
し
て
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
の
本

を
持
ち
寄
り
交
換
し
、
図
書
館
に
友
好

都
市
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し

た
。安

曇
野
市
で
は
、
7
月
か
ら
中
央
図

書
館
、
三
郷

図
書
館
、
豊

科
図
書
館
を

巡
回
し
、
10

月
は
明
科
図

書
館
、
11
月

に
堀
金
図
書

館
に
設
置
し

ま
す
。

合
同
広
報
の
発
行

30
周
年
を
記
念
し
、
こ
の
合
同
広

報
を
発
行
し
ま
し
た
。
3
市
町
合
計
約

26
万
人
の
皆
さ
ん
が
同
じ
広
報
紙
を
読

み
、
お
互
い
に
友
好
都
市
の
こ
と
を
知

る
こ
と
を
通
じ
新
た
絆
の
一
つ
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す

本
年
は
こ
ん
な
交
流
を
！

三郷・安曇野友好都市締結の経過
埼玉県三郷市との交流は、旧三郷村におい

て「三郷」という同じ自治体名が縁で始まり
ました。その後、新たに奈良県三郷町を迎え
ての交流に発展し、各種交流事業を行ってき
ました。平成 8 年 7 月 22 日には災害時相互
応援協定を結んでいます。

合併に伴い自治体の名前は「安曇野市」と
なりましたが、平成 18 年 7 月 1 日に安曇野
市として埼玉県三郷市・奈良県三郷町と新た
に友好都市締結と災害時相互応援協定を結び
直しました。引き続き各種交流事業を継続し、
本年度 30 周年を迎えました。

図書コーナー（三郷市・左、三郷町・右）
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世
界
の
強
豪
ひ
し
め
く
中

２
種
目
で
入
賞
を
果
た
す

樋
口
選
手
は
前
回
の
ロ
ン
ド
ン

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
後
、
ト
ラ
ッ

ク
競
技
に
専
念
。
本
大
会
は
、
世
界

の
強
豪
が
ひ
し
め
く
Ｔ
54
ク
ラ
ス
で

５
０
０
０
メ
ー
ト
ル
で
は
4
位
と
惜

し
く
も
僅
差
で
メ
ダ
ル
を
逃
し
ま
し

た
が
、
2
種
目
で
入
賞
を
果
た
す
健

闘
を
見
せ
ま
し
た
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

で
市
民
が
応
援

１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
決
勝
が
行
わ

れ
た
9
月
14
日
の
早
朝
、
市
役
所
で

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
宮
澤
市
長
や

「
樋
口
政
幸
選
手
を
応
援
す
る
会
」

の
皆
さ
ん
な
ど
約
１
０
０
人
が
集
ま

り
、
法
被
姿
や
鳴
子
を
鳴
ら
し
て
レ

ー
ス
を
応
援
し
ま
し
た
。

レ
ー
ス
前
半
2
週
目
で
先
頭
に
立

つ
と
「
頑
張
れ
」「
い
け
る
ぞ
」
の

声
が
響
き
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
終
盤
、
追
い
抜
か
れ

メ
ダ
ル
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
樋

羽
根
田
選
手
原
点
の
地
に
凱
旋

大
会
は
、
明
科
龍
門
渕
公
園
内
の

前
川
の
コ
ー
ス
に
、
羽
根
田
選
手
が

小
中
学
校
時
代
か
ら
合
宿
や
大
会
で

度
々
訪
れ
た
こ
と
か
ら
、
リ
オ
五
輪

銅
メ
ダ
ル
獲
得
を
機
に
カ
ヌ
ー
愛
好

家
や
市
民
有
志
ら
が
企
画
し
た
も
の

で
す
。大
会
当
日
の
9
月
25
日
に
は
、

メ
ダ
ル
獲
得
を
祝
い
全
国
か
ら
小
学

生
か
ら
70
代
ま
で
93
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
会
場
で
は
羽
根
田
選
手
に
よ

る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ

れ
、
約
５
０
０
人
の
観
客
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

主
催
者
の
大
澤
勇
治
さ
ん
（
松
本

市
）
は
「
カ
ヌ
ー
界
の
歴
史
を
変
え

て
く
れ
た
」
と
ア
ジ
ア
初
の
メ
ダ
ル

口
選
手
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

樋
口
選
手
は
「
始
ま
る
前
か
ら
、

メ
ダ
ル
の
た
め
に
レ
ー
ス
を
引
っ
張

る
と
決
め
て
い
た
。
実
力
は
ま
だ
ま

だ
。
残
り
の
種
目
も
あ
き
ら
め
ず
前

を
向
き
頑
張
り
た
い
」
と
レ
ー
ス
終

了
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
い

ま
し
た
。

応
援
し
た
遠
藤
作さ
く
こ子
さ
ん（
穂
高
）

は
「
メ
ダ
ル
は
逃
し
た
け
れ
ど
世
界

の
4
位
と
8
位
で
す
。
勇
気
を
与
え

て
く
れ
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

10
月
15
日
に
は
、
豊
科
交
流
学
習

セ
ン
タ
ー
「
き
ぼ
う
」
で
帰
国
報
告

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

獲
得
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

市
が
東
京
五
輪
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に

決
定
し
た
こ
と
に
も
触
れ「
前
川
は
、

選
手
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
、

街
中
で
利
便
性
も
高
く
、
日
本
で
も

ま
れ
な
コ
ー
ス
で
す
。
大
会
を
き
っ

か
け
に
、
4
年
後
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
選
手
が
訪
れ
、
多
く
の
皆
さ
ん
で

盛
り
上
げ
て
欲
し
い
」
と
カ
ヌ
ー
競

技
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
期
待
し
て

い
ま
し
た
。

９月に開催されたリオデジャネイロパラリンピックの陸上競技男子車いすトラック
競技（T54 クラス）に出場した市内在住の樋口政幸選手（豊科・プーマジャパン所属）
が、出場３種目中、5,000 メートルでは４位、1,500 メートルでは８位と２種目で
入賞しました。

８月に開催されたリオデジャネイロ五輪のカヌー競
技で銅メダルを獲得した羽根田卓也選手を祝福する
記念大会が、原点の地、明科龍門渕公園内前川の常
設カヌー・スラロームコースで初開催されました。

5000 メートル決勝を走る樋口選手（写真：フォートキシモト）デモンストレーションをする羽根田選手

バプリックビューイングで応援する宮澤市長と市
民の皆さん（９月 14 日・市役所）

スタート地点で順番を
待つ選手の皆さん

リ
オ
五
輪
・
カ
ヌ
ー
銅
メ
ダ
ル

羽
根
田
卓
也
選
手

原
点
の
地
明
科
で
記
念
大
会

リ
オ
パ
ラ
・
車
い
す
陸
上
競
技

樋
口
政
幸
選
手
（
豊
科
）

２
種
目
で
入
賞

Interview
前
川
で
の
経
験
が

今
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

安曇野の印象・気に入っていることは？
きれいな水と空気がおいしいところです。

来る度に食べたニジマスの円
つぶら

揚げが大好き
です。
自分の記念大会ができた感想は？

前川は、小中学校時代、何度も訪れ、刺
激をもらったコースです。大澤さんには、
2008 年の北京五輪アジア最終予選前の合宿
地として環境を整えてもらい、恩返しをし
たかったです。記念大会を開催してもらい
感謝しています。この大会に多くの人が参
加してくれ、カヌーの魅力・楽しさが伝わ
ったと思います。できれば毎年訪れたいと
思います。
2008 年の前川での合宿については？

前川での合宿練習でいい調整ができ、北
京五輪に出場を果たし、その経験がロンド
ン五輪やリオ五輪にも生き、今回のメダル
獲得につながっています。

2020 年東京五輪へ向けては？
地元開催で一番盛り上がると思います。

大会に向けて初心に戻って一年一年を大切
にし、自分が出場できるよう練習を重ねた
いです。

羽
は ね だ

根田卓
た く や

也選手
リオデジャネイロ五輪、カヌースラローム男子

（カナディアンシングル）でアジア初の銅メダル
を獲得。愛知県豊田市出身・ミキハウス所属

前川での全日本ジュニア強化合宿で
練習する羽根田選手（平成 13 年３月）
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◎特集　平成 27 年度決算

平
成
27
年
度　

決
算
公
表

平
成
27
年
度
の
各
会
計
の
決
算
と
、
決
算
を
元
に
し
た
市
の
財
政
状
況
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、

「
重
点
項
目
に
沿
っ
た
年
間
予
算
の
編
成
」

や
「
前
例
踏
襲
主
義
の
排
除
」
な
ど
7
つ
の

基
本
方
針
を
定
め
て
編
成
を
行
い
、
４
１
７

億
４
０
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
決
算

は
、
歳
入
４
２
０
億
７
５
０
０
万
円
、
歳
出

４
１
２
億
８
６
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算
の
前
年
度
と
の
比
較

平
成
27
年
度
一
般
会
計
歳
入
決
算
額
は
、

前
年
度
対
比
３
・
５
％
減
の
４
２
０
億
７
５

０
０
万
円
、歳
出
決
算
額
は
前
年
度
対
比
２
・

６
％
減
の
４
１
２
億
８
６
０
０
万
円
で
、
形

式
収
支
は
７
億
８
９
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
１
億
１

２
０
０
万
円
を
除
い
た
実
質
収
支
は
、
６
億

７
７
０
０
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

■
歳　

入

個
人
市
民
税
は
、
納
税
義
務
者
の
減
少
に

よ
り
１
５
０
０
万
円
の
減
額
、
法
人
市
民
税

に
つ
い
て
は
電
子
部
品
デ
バ
イ
ス
製
造
業
、

■
歳　

出

総
務
費
は
、
ふ
る
さ
と
寄
附
記
念
品
、
ふ

る
さ
と
寄
附
金
基
金
積
立
金
な
ど
で
10
億
１

３
０
０
万
円
の
増
額
、
ま
た
、
穂
高
・
三
郷
・

堀
金
支
所
等
整
備
事
業
12
億
６
６
０
０
万
円

の
増
額
に
対
し
、
本
庁
舎
建
設
本
体
工
事
27

億
６
９
０
０
万
円
の
減
額
な
ど
に
よ
り
８
億

２
１
０
０
万
円
の
減
額
に
な
り
ま
し
た
。

民
生
費
は
、
児
童
館
整
備
事
業
等
１
億
１

２
０
０
万
円
、
認
定
子
ど
も
園
整
備
補
助
金

１
億
２
５
０
０
万
円
、
国
民
健
康
保
険
事
業

へ
の
繰
出
金
１
億
３
８
０
０
万
円
の
増
額
な

ど
に
対
し
、
保
育
園
建
設
事
業
４
億
３
２
０

０
万
円
、臨
時
福
祉
給
付
金
９
５
０
０
万
円
、

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
７
９
０
０
万

円
の
減
額
な
ど
に
よ
り
２
億
３
２
０
０
万
円

の
減
額
に
な
り
ま
し
た
。

衛
生
費
は
、
安
曇
野
市
水
道
事
業
第
1
次

拡
張
事
業
出
資
金
２
億
２
０
０
万
円
の
減
額

な
ど
に
よ
り
３
億
７
０
０
万
円
の
減
額
に
な

り
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費
は
、
降
雪
災
害
復
旧
補
助

金
１
億
６
４
０
０
万
円
、
強
い
農
業
づ
く
り

交
付
金
１
億
８
８
０
０
万
円
の
減
額
な
ど
に

対
し
、
国
営
中
信
平
第
２
期
事
業
負
担
金
２

億
５
５
０
０
万
円
な
ど
の
増
額
に
よ
り
９
９

０
０
万
円
の
増
額
に
な
り
ま
し
た
。

商
工
費
は
、
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
整
備
事
業

２
億
２
３
０
０
万
円
、
安
曇
野
市
山
岳
環
境

整
備
基
金
積
立
金
１
億
１
９
０
０
万
円
の
増

額
な
ど
に
よ
り
、
６
億
２
１
０
０
万
円
の
増

自
動
車
関
連
製
造
業
の
落
ち
込
み
と
税
率
変

更
に
よ
り
２
億
９
７
０
０
万
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

地
方
消
費
税
交
付
金
は
、
消
費
税
率
の
改

定
に
よ
り
７
億
３
４
０
０
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
は
、
１
億
７
３
０

０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

使
用
料
お
よ
び
手
数
料
は
、
第
３
子
の
保

育
料
無
料
化
事
業
な
ど
に
伴
い
６
６
０
０
万

円
の
減
少
に
な
り
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
は
、
地
域
住
民
生
活
等
緊
急

支
援
の
た
め
の
交
付
金
（
地
域
消
費
喚
起
・

生
活
支
援
型
、
地
方
創
生
先
行
型
）
事
業
の

繰
越
明
許
費
な
ど
に
よ
り
３
億
４
４
０
０
万

円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

財
産
収
入
は
、
市
有
地
や
大
天
荘
の
売
却

に
よ
り
１
億
５
０
０
０
万
円
増
加
し
ま
し

た
。寄

附
金
は
、
ふ
る
さ
と
寄
附
が
好
調
で
７

億
４
６
０
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

額
に
な
り
ま
し
た
。

土
木
費
は
、
下
水
道
特
別
会
計
繰
出
金
２

億
６
０
０
０
万
円
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
４

億
８
１
０
０
万
円
の
増
額
に
な
り
ま
し
た
。

消
防
費
は
、
デ
ジ
タ
ル
同
報
系
防
災
行
政

無
線
整
備
工
事
４
億
１
０
０
万
円
、
防
災
広

場
整
備
工
事
３
億
４
５
０
０
万
円
の
減
額
な

ど
に
よ
り
、
６
億
１
８
０
０
万
円
の
減
額
に

な
り
ま
し
た
。

教
育
費
は
、
豊
科
公
民
館
改
修
事
業
３
億

４
２
０
０
万
円
、
穂
高
幼
稚
園
大
規
模
改
造

１
億
５
３
０
０
万
円
の
増
額
に
対
し
て
、
穂

高
会
館
耐
震
補
強
工
事
９
億
２
７
０
０
万
円

の
減
額
な
ど
に
よ
り
３
億
２
３
０
０
万
円
の

減
額
に
な
り
ま
し
た
。

平成 27 年度　一般会計の歳入（前年度対比）

歳入　420 億 7,500 万円（3.5％減）
平成 27 年度　一般会計の歳出（前年度対比）

歳出　412 億 8,600 万円（2.6％減）

問
財
政
課

　
（

71
・
２
０
０
5　

72
・
１
３
４
０
）

　

経
営
管
理
課
（
公
営
企
業
会
計
に
関
す
る
こ
と
）

　
（

71
・
２
２
７
１　

72
・
３
１
７
６
）

歳入目的別内訳歳出目的別内訳

（　　　　  ）パーセントは歳入全体に
占める割合

パーセントは歳入全体に
占める割合

市税
11,713 百万円

27.8％

地方譲与税
2,633 百万円

6.4％

地方交付税
11,360 百万円

27.0％
分担金および負担金

768 百万円
1.8％

使用料および手数料
356 百万円

0.8％

繰越金
1,211 百万円

2.9％

その他
2,543 百万円

6.0％総務費
6,904 百万円

16.7％

民生費
11,669 百万円

28.3％

衛生費
2,418 百万円

5.9％農林水産業費
2,483 百万円

6.0％

商工費
2,234 百万円

5.4％

土木費
4,929 百万円

11.9％

消防費
1,459 百万円

3.5％

教育費
4,391 百万円

10.6％

公債費
4,437 百万円

10.7％

議会費　291 百万円　0.8％

労働費　71 百万円　0.2％

国県支出金
5,882 百万円

14.0％

繰入金
1,088 百万円

2.6％

市債
4,521 百万円

10.7％

歳入決算額
420億7,500万円

歳出決算額
412億8,600万円

●グラフの説明

歳入（内訳）
地　方　税　市民税や固定資産税など
地方交付税　全国どこの市町村でも一定のサー

ビスが受けられるようにするため、
人口や税収などに応じて国から配
分される普通交付税と個別の財政
需用に対する特別交付税

国県支出金　市の事業に対し、国や県から交付
された助成金

そ　の　他　貸したお金の返済金や預金利子な
ど

市　　　債　施設整備の財源となる市の借入金
譲 与 税 等　国が徴収した税の配分金など

歳出（内訳）
議　会　費　議会の運営に使う経費
総　務　費　人事、徴税、戸籍、選挙、交通安

全など、市の総括的な事務事業に
使う経費

民　生　費　障がい者福祉、児童福祉、高齢者
福祉、福祉医療、国民年金など福
祉全般に使う経費

衛　生　費　健診や予防接種、ごみ処理など、
安全で衛生的な生活のために使う
経費

農林水産業費　農道や農地の整備、農業や林業の
活性化などに使う経費

商　工　費　商工業や観光の振興に使う経費
土　木　費　道路、橋りょうや河川、公園の整

備運営などに使う経費
消　防　費　消防活動・水防対策に使う経費 
教　育　費　教育全般に使う経費
公　債　費　市が借入（市債）した元本の返済

費用や利息の支払い



1213 広報あづみの　2016.10.19 2016.10.19　広報あづみの

旧
合
併
特
例
事
業
債
の

活
用
状
況
と
地
方
債
の
残
高

平
成
27
年
度
の
地
方
債
の
借
入
は
、

45
億
２
１
０
０
万
円
で
、
こ
の
う
ち

23
億
４
０
０
万
円
が
新
市
建
設
計
画
に

掲
載
さ
れ
た
事
業
に
活
用
で
き
、
市
の

負
担
を
軽
減
す
る
有
利
な
地
方
債
で
あ

る
旧
合
併
特
例
事
業
債
で
す
。
平
成
27

年
度
の
活
用
事
業
は
、
表
3
の
と
お
り

で
す
。

各
会
計
の
地
方
債
の
残
高
は
、
グ
ラ

フ
3
の
と
お
り
で
す
。
一
般
会
計
は
、

庁
舎
建
設
等
の
事
業
完
了
に
よ
り
、
借

入
は
前
年
度
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
下
水
道
事
業
会
計
は
、
償
還
が

進
み
、
徐
々
に
減
っ
て
い
ま
す
。

市
の
財
政
状
況
を
計
る

「
健
全
化
判
断
比
率
」

　

自
治
体
の
財
政
状
況
の
健
全
性
を
計

る
指
標
と
し
て
「
健
全
化
判
断
比
率
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
比
率
に
は
、
図
1

に
示
し
た
4
つ
の
指
標
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
収
支
が
赤
字
と
な
っ
た
と
き

に
算
出
さ
れ
る
「
実
質
赤
字
比
率
」「
連

結
実
質
赤
字
比
率
」
は
、
黒
字
決
算
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
指
標
を
算
定
し
始

め
て
か
ら
赤
字
と
な
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
借
入
金
の
返
済
等
の
割
合
を

示
す
「
実
質
公
債
費
比
率
」「
将
来
負

担
比
率
」
は
、
国
が
定
め
る
財
政
再
建

策
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
水

準
（
早
期
健
全
化
基
準
：
実
質
公
債

費
比
率
25
・
０
％
、
将
来
負
担
比
率

３
５
０
・
０
％
）
を
大
幅
に
下
回
る
比

率
を
維
持
し
て
い
ま
す
（
図
１
、
グ
ラ

フ
4
）。

　

財
政
状
況
に
各
指
標
等
か
ら
見
て

も
、
現
時
点
で
財
政
運
営
上
の
課
題
等

は
表
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
必
要
な
事
業
を
実
施
し
な
が

ら
健
全
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

特
別
会
計
等
の
決
算
状
況

 

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
決
算

状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
表
１
）

公
営
企
業
会
計

水
道
事
業
会
計

　

水
道
水
の
供
給
に
伴
う
料
金
収
入
や

必
要
な
経
費
等
を
示
し
た
収
益
的
収
支

（
税
抜
）
の
収
入
は
22
億
２
８
０
８
万

円
、
支
出
が
19
億
７
０
３
６
万
円
、
損

益
は
当
期
純
利
益
が
2
億
５
７
７
２
万

円
と
な
り
、
前
年
度
純
利
益
（
3
億
１

０
９
２
万
円
）
と
比
べ
５
３
２
０
万
円

の
減
益
に
な
り
ま
し
た
。（
表
2
、
グ

ラ
フ
1
）
減
益
の
原
因
は
、
経
費
と
な

る
固
定
資
産
減
価
償
却
費
や
、
三
郷
黒

沢
浄
水
場
施
設
の
取
り
壊
し
に
よ
る
固

定
資
産
除
却
費
の
支
出
が
増
加
し
た
こ

と
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

水
道
施
設
を
建
設
・
更
新
す
る
た
め

の
支
出
と
そ
の
財
源
と
な
る
収
入
等
を

示
し
た
資
本
的
収
支
（
税
込
）
は
、
10

億
９
７
９
万
円
の
不
足
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
生
じ
た
利
益
を
積
み
立

て
た
建
設
改
良
積
立
金
等
で
補
て
ん

し
、
財
源
不
足
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

（
表
2
、
グ
ラ
フ
2
）

　

主
な
実
施
事
業
は
、
真
々
部
配
水
場

に
お
け
る
地
震
に
よ
る
取
水
の
濁
り
を

除
去
す
る
ろ
過
装
置
の
設
置
事
業
や
、

漏
水
調
査
お
よ
び
配
水
管
布
設
替
事
業

で
す
。

　

水
道
事
業
会
計
の
決
算
の
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

会計名 最終予
算　額

決算時の
予算現額 決算額 予算現額に

対する増減

一般会計 41,323 42,179 歳入 42,075 -104 
歳出 41,286 893 

特
別
会
計

同 和 地 区 住 宅 新 築 資 金 等
貸 付 事 業 特 別 会 計

1 1 歳入 1 0 
歳出 1 0 

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 12,462 12,462 歳入 12,521 59 
歳出 12,126 336 

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 996 996 歳入 998 2 
歳出 982 14 

介 護 保 険 特 別 会 計 8,471 8,471 歳入 8,475 4 
歳出 8,435 36 

下 水 道 事 業 特 別 会 計 4,546 4,559 歳入 4,560 1 
歳出 4,246 313 

農業集落排水事業特別会計 199 199 歳入 199 0 
歳出 188 11 

上川手山林財産区特別会計 4 4 歳入 4 0 
歳出 3 1 

北の沢山林財産区特別会計 1 1 歳入 1 0 
歳出 0 1 

有 明 山 林 財 産 区 特 別 会 計 1 1 歳入 1 0 
歳出 1 0 

富士尾沢山林財産区特別会計 2 2 歳入 2 0 
歳出 1 1 

穂 高 山 林 財 産 区 特 別 会 計 1 1 歳入 1 0 
歳出 1 0 

産業団地造成事業特別会計 1 1 歳入 1 0 
歳出 0 1 

観 光 宿 泊 施 設 特 別 会 計 37 37 歳入 37 0 
歳出 37 0 

合計 68,047 68,914 歳入 68,876 -38 
歳出 67,307 1,607 

●一般会計および特別会計（表 1）

●平成 27 年度収支的収支（税抜）（グラフ 1）

●平成 27 年度資本的収支（税込）（グラフ 2）

●公営企業会計（表 2）

●旧合併特例事業債の活用状況（表３）

●地方債の残高（グラフ３）●財政の健全化判断比率（図 1）

●健全化判断比率の推移（グラフ 4）

収　入 支　出 差引額

水　　道
事業会計

収益的収入および支出 2,228 1,970 258
資本的収入および支出 173 1,183 － 1,010

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

臨時財政対策債 1600.0 
合併特例債　計 2,303.5 
庁舎建設事業（穂高支所） 250.8 
庁舎建設事業（三郷支所） 494.1 
庁舎建設事業（堀金支所） 353.9 
三郷北部保育園 15.9 
温浴施設（しゃくなげの湯） 168.4 
市道新設改良 181.9 
防災行政無線 50.2 
豊科公民館 694.9 
三郷交流学習センター 2.7 
水道事業出資金 90.7 

一般会計 下水道事業会計 農業集落排水事業会計
水道事業会計 全会計合計

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000
91,040

41,429

36,923

1,808    

H23 H24 H25 H26 H27

10,880

12,846

40,041

36,967

1,709

10,276
13,615

38,582

37,727

1,608

9,660
14,040

41,666

36,929

1,504

9,032
14,671

35,214

42,081

1,398

8,396
15,269

88,993 87,577 89,131 87,089

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

（単位：百万円）

臨時財政対策債

◎特集　平成 27 年度決算

①実質赤字比率
普通会計（一般、同和住宅
新築）の赤字の割合

②連結実質赤字比率
一般会計、特別会計、企業会
計の全ての会計の赤字割合

③実質公債費比率
年間の借入金返済額の割合

④将来負担比率
将来負担が見込まれる
負債の割合

安曇野市は
黒字のため
数値なし

安曇野市は
黒字のため
数値なし

安曇野市
10.5%
（前年比10.7％）

安曇野市
22.5%
（前年比20.0％）

健全段階 早期健全化段階 再生段階

早期健全化基準（※1） 財政再生基準（※2） 財
政
悪
化

健
全
財
政

（※１）　早期健全化基準を１項目でも上回った場合は、改善に係る個別の事
項について、外部監査を受けなければなりません。

（※２）　財政再生基準を１項目でも上回った場合は、議会の議決を経て財政
再生計画を定め、総務大臣の同意を得なければ、一部を除き地方債を借りる
ことができなくなるなど、国の管理下のもと財政の健全化が厳しく求められ
ることになります。

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

減価償却費　1,124

給水収益　1,752

長期前受金戻入　313

動力費　175
委託料　145
支払利息　188
給与費　131

その他（修繕費等）　207

Ｈ27当期純利益　258

H27収益的支出　1,970H27収益的収入　2,228

その他収入　163

0

200

600

400

800

1,000

1,200

1,400

負担金等　82
出資金　91

建設改良費　548

企業債償還金　635
H27 補てん財源

1,010

H27資本的支出　1,183H27資本的収入　173

実質収支比率 将来負担比率

0
H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

10

20

30

40

50

60

70

47.1

14.4 15.0 14.4 13.6 12.9
12.0 11.7 10.7 10.5

63.7 61.2

49

35 33

25.1 20 22.5

※予算・決算額については単位末端四捨五入しています。
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　活力あふれるまちづくり
10 周年記念事業（主な事業）
　　市民提案事業補助金 537万円 （535万円）
　　記念祝賀式典 402万円 （391万円）
　　市民パレード 995万円 （1,021万円）
　　安曇野市 1/2 成人式 312万円 （352万円）
　　オリジナルナンバープレート制作 178万円 （216万円）
農村漁村活性化プロジェクト交付金 8,329万円 （2億円）
多面的機能活動支援事業 1億9,012万円（1億7,980万円）
信州安曇野ハーフマラソン 2015 1,831万円 （1,850万円）
安曇野花火、信州安曇野わさび祭り補助 1,260万円 （1,260万円）
三郷スカイライン展望台等整備工事 2,019万円 （2,359万円
しゃくなげの湯整備事業（H27 年分） 2億2,349万円（4億4,069万円）

 環境を守り、安全・安心なまちづくり
全国名水サミット 250万円 （250万円）
防犯灯 LED 化更新工事（三郷、明科） 5,208万円 （6,264万円）
太陽光発電設置補助 2,376万円 （3,600万円）
臭気指数規制導入事業 85万円 （216万円）
麦転作田涵養事業 632万円 （660万円）
松くい虫被害対策（松枯損木伐倒処理外） 1億7,791万円（1億6,946万円）
松くい虫被害対策（更新伐） 4,627万円 （8,000万円）
松くい虫被害対策（樹幹注入補助） 1,624万円 （2,200万円）
除雪用建設機械購入 1,743万円 （3,985万円）
除雪対策 1億3,745万円（1億5,117万円）
市道新設改良事業 3億9,005万円（4億1,360万円）
道路・橋梁長寿命化修繕工事 9,658万円（1億4,600万円）
緑の基本計画策定 822万円 （878万円）
緑化推進用苗木等配布他 425万円 （961万円）
都市再生整備事業（穂高駅前・駅北街路） 5,187万円（1億7,410万円）
消防団員安全確保のための装備充実 688万円 （734万円）
防災倉庫の整備（豊科東小、明北小外） 1,134万円 （1,291万円）
防災用品購入助成事業 187万円 （200万円）
豊科公民館の耐震補強・大規模改修工事他 7億6,529万円（7億6,794万円）
体育施設整備工事 1億4,414万円（1億5,371万円）

 協働によるまちづくりと行政サービスの向上
議会映像配信ＡＳＰシステム使用料 136万円 （146万円）
本庁舎総合管理業務 7,843万円 （7,969万円）
豊科支所跡地等整備事業（測量設計） 994万円 （1,253万円）
穂高支所解体、改築事業（平成27年度分） 2億7,997万円 （2億9,140万円）
三郷公民館、保健センター棟整備工事 5億5,972万円 （5億7,559万円）
堀金支所改修工事（図書館等へ改築） 4億5,020万円 （5億4,403万円）
光城山1,000人SAKURAプロジェクト 640万円 （754万円）
住民票等コンビニ交付システム 3,440万円 （7,042万円）
住宅改修事業補助金（スマイル） 3,713万円 （4,290万円）

 健康長寿のまちづくり
あづみん運行車両の購入補助 525万円 （857万円）
災害時避難行動要支援者名簿の作成 163万円 （163万円）
生活困窮者自立支援事業 561万円 （841万円）
福祉バスの運行 529万円 （661万円）
高齢者の生きがいと健康づくり事業 347万円 （370万円）
健康長寿のまちづくり事業 186万円 （250万円）
後期高齢者医療人間ドック受診費用助成事業 887万円（1,146万円）
北アルプス医療センターあづみ病院新病棟建設工事補助 2,800万円 （2,800万円）
若年者健診 243万円 （349万円）
妊婦歯科健診 73万円 （105万円）

 豊かな人を育むまちづくり
クラムザッハとの交流事業 301万円 （466万円）
三郷児童館増築事業 1億962万円 （1億2,391万円）
病児・病後児保育事業 637万円 （1,065万円）
認可外保育所児童処遇改善事業 1,325万円 （1,483万円）
第３子無料化市外幼稚園等通園分補助金 239万円 （709万円）
アルプス保育園建設事業 0万円 （2億4,389万円）
三郷北部保育園建設事業（用地取得、造成） 1,684万円 （1億3,542万円）
豊科保育園大規模改修事業（H27年分） 9,666万円 （9,737万円）
小学校非構造部材耐震化工事（穂高西・三郷小） 7,884万円 （2億1,370万円）
市内中学生海外ホームステイ事業 841万円 （863万円）
中学校大規模改造工事（豊科北中） 4,568万円 （6,445万円）
中学校非構造部材耐震化工事（穂高東中外） 1億6,324万円 （2億45万円）
穂高幼稚園大規模改造（補強・老朽）工事 1億1,317万円 （1億5,680万円）
三郷交流学習センター実施設計 999万円 （4,096万円）

◎特集　平成 27 年度決算

アルプス保育園建設事業については、平
成 27 年度は部分払がありませんでした。

三郷北部保育園建設事業については、一
部用地取得が完了できず、公有財産購入費
6,986 万円を翌年度に事故繰越ししました。

小学校非構造部材耐震化工事について
は、三郷小学校第 2 体育館非構造部材耐震
化工事（Ⅱ期）が国の継続事業として扱わ
れ、6,405 万円を繰越明許費として翌年度
に繰り越しました。

穂高幼稚園大規模改造工事については、
元々の構造不備による工期延長と、出来高
不足分 5,098 万円を繰越明許費として翌年
度に繰り越しました。

三郷交流学習センター実施設計につい
ては、隣接する道路拡張計画の決定待ちに
伴い、センター設計に必要な手続きが遅延
したため 2,477 万円を翌年度に事故繰越し
しました。

農村漁村活性化プロジェクト交付金に
ついては、大型農産物直売所「ハイジの里」
本体工事および外構工事に対して補助支
援する事業ですが、入札不調による着手時
期の遅れと１月の豪雪の影響で工期延期
が必要となり、4,231 万円を翌年度に事故
繰越ししました。なお、国からの交付金の
減額により当初予算額は、7,400 万円減額
となりました。

しゃくなげの湯整備事業については、出
来高払いにより、2 億 1,695 万円は減額し、
翌年度の債務負担行為での対応となりま
した。

道路・橋梁長寿命化修繕工事について
は、橋梁補修工事に伴う河川占用申請事務
手続きに不測の日数を要したため、すずら
ん橋橋梁補修工事外 2 件の前金払いを除い
た工事請負額 2,149 万円を繰越明許費とし
て翌年度に繰り越しました。

都市再生整備事業では、穂高駅前広場改
良工事がＪＲとの設計協議に時間を要した
ため、工事費 8,990 万円を平成 27、28 年
度の債務負担行為設定し、第１期工事を平
成 27 年度に発注しました。また、予定し
ていた駅北街路（県道穂高（停）線）の歩道
整備は、県の国道 147 号の歩道整備事業と
合わせ、実施年度を平成 28 年度に変更し
ました。都市計画道路吉野線については、
補償調査委託業務で地権者の代理人の選
定等に日数を要したため工期を延長し、委
託費 216 万円を翌年度に事故繰越ししまし
た。

アルプス保育園

市制施行 10 周年記念式典

「光城山 1000 人 SAKURA プロジェクト」植樹

豊科公民館

クラムザッハとの交流

除雪対策

平成 27 年度

市が取り組んだ事業
単位未満については切り捨てて表示して
います。また、当初の予算額については、

（　）内に記載しました。

財政用語解説
旧合併特例事業債

合併後の新たなまちづくり・地域づくりを進めるため、
庁舎などの公共施設などの建設事業や地域振興事業のた
めの積み立てなどに活用することができる地方債（借金）
です。対象事業費の 95％まで借入れすることができ、返
済する際の元金と利子の 70％相当額が、毎年基準財政需
要額に算入される制度になっています。旧合併特例事業
債は、合併特例法（旧法・平成 17 年３月 31 日失効）に
基づく市債です

債務負担行為
経費支出の前提となる法律上の債務を負担することが

先行し、実際の支出が後年度に行われるもの
事故繰越し

契約後、避けがたい事故のため、その支出が年度内に
終わらなかったもの
繰越明許費

その予算の性質上、または予算成立後の事由により、
年度内にその支払いが終わらない見込みのもの
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市の職員数や給与などの状況を公表します

人事行政の運営等の状況
　市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき職員数や給与などの状況についてお知らせします。

問職員課 471・2405　671・5155

●職員の任免
および職員数に関する状況

（1）職員の採用および退職の状況
　　平成 27 年度退職者 36 人　　平成 28 年４月採用者 32 人

（2）職員数の状況

●職員の勤務時間その他勤務条件の
　状況（平成27年度）

●職員の研修の状況（平成27年度）

（1）勤務時間の状況
原則として１日 7 時間 45 分（午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分・

休憩時間を除く）勤務です。休日は原則として土・日、祝日
年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）です。

（2）年次休暇の取得状況
平成 27 年中の一人当りの平均取得日数は 7.5 日でした。

（3）育児休業の取得状況
平成 28 年 4 月 1 日現在育児休業中の職員は 18 人でした。

●特別職の報酬等の状況
　（平成 28 年 4 月 1 日現在）

●職員の分限および懲戒処分の状況

●非常勤（臨時）職員数の状況

●非常勤（臨時）職員数の状況

●職員の福祉および利益の保護の状況（注）地方公共団体定員管理調査の数値です。職員数は一般職に属
する職員数であり、休職者などを含み、臨時または非常勤職員を
除いています。

（注）　国、県と同じ支給割合です。

（注）１　分限処分とは、職員がその職責を十分に果たすことができない
　　場合に行われる処分で、公務能率の維持を目的とします。いわ
　　ゆる「病気休職」等です。
２　懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問
　　うための処分で、公務における規律と秩序を維持することを目
　　的とします。
３　訓告等とは、懲戒処分ではないが、自己の行為に対しての責任
　　を自覚させ、将来を戒め職務遂行に対する姿勢の改善等を目的
　　とします。

（注）代替登録職員等の各課管理の職員は除きます。

（1）健康診断などの実施状況（平成 27 年度）
定期健康診断等受診者数　116人　人間ドック受診者数　480人
＊がん検診は健康診断や人間ドッグの受診時に実施しています。
＊休職者などは希望があった場合に実施しています。

（2）職員互助会の設置および活動状況 
地方公務員法第 42 条に基づき安曇野市職員互助会を設置し、
職員の健康増進、体力向上、その他福利厚生に関する事業を実
施しています。
・互助会名称　　安曇野市職員互助会・長野県市町村職員互助

会（会員数　732 人）
・職員互助会費　　給料月額の 3.5/1000　　 ・市負担金　給料

月額の 3.0/1000　 （市負担金総額 840 万円）
・平成 27 年度決算額　　収入 5,228 万円　支出 3,919 万円
（支出の主な内訳：県互助会掛金・負担金 1,427 万円、県互助
会からの給付金 1,569 万円、職員スポーツ大会 16 万円）

・平成 28 年度予算額　　5,310万円　（うち市負担総額 825 万円）
（3）公務災害の認定状況（平成 27 年度）

公務や通勤途上の災害により負傷または死亡した場合には、一
定の補償が行われます。
公務災害認定・・・・3 件　　　　通勤公務災害・・・・0 件

（4）不利益処分に関する不服申し立ての状況等（平成 27 年度）
勤務条件に関する措置の要求、不利益処分に関する不服申し立
てはありませんでした。

●職員給与の状況

部　門 職員数（人） 対前年
増減数Ｈ 27.4.1 H28.4.1

一 般 行 政

議会 6 6 0
総務 174 169 ー 5
税務 55 50 ー 5
民生 161 165 4
衛生 62 65 3
労働 1 1 0

農林水産 53 53 0
商工 20 20 0
土木 61 62 1
小計 593 591 ー 2

特 別 行 政 教育 72 74 2

公営企業等
水道 19 19 0

下水道 12 12 0
その他 37 37 0
小計 68 68 0

合計 733 733 0

区　分 月　　額 期末手当

給料 市　長 928,000 円 （平成 27 年度支給割合）
6 月期　1.50 月分

12 月期　1.65 月分
　　  計　3.15 月分

副市長 768,000 円

報酬
議　長 459,000 円
副議長 383,000 円
議　員 360,000 円

（5） 職員の初任給の状況（平成 28 年４月１日現在）

（2）職員給与費の状況（平成 28 年度一般会計予算）（1）人件費の状況（普通会計決算）

（3）ラスパイレス指数（給与水準）の状況

（4）職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成28年４月１日現在）

（6） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　   （平成 28 年４月１日現在）

区     分
経　験　年　数

７年以上
10年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

25年以上
30年未満

一　般
行政職

大学卒 234,979円 311,378円 352,761円 374,078円
高校卒 208,925円 280,340円 321,850円 355,748円

（7） 職員の手当の状況　
○期末手当・勤勉手当（平成 27 年度）

○その他の手当

平成 27 年度分限処分者数および懲戒処分者数等　

  ○退職手当（平成 28 年４月１日現在）

区　分 安曇野市 長野県 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 20.445月分 25.55625月分 20.445月分 25.55625月分 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.5825月分 29.145月分 34.5825月分 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分 41.325月分 49.59月分 41.325月分 49.59月分

最高限度額 49.59月分 49.59月分 49.59月分 49.59月分 49.59月分 49.59月分
職務の級による調整額の加算措置　有

区　分 支給割合
期末手当 勤勉手当

6 月期 1.225 月分 0.675 月分
12 月期 1.375 月分 0.85 月分

計 2.6 月分 1.6 月分
職務の級による加算措置　有

分限処分者 懲戒処分者 訓告等免職 休職 降任 降格 小計 免職 停職 減給 戒告 小計
0 11 1 0 12 0 1 0 0 1 14

手当名 内　　　　　　容 手当名 内　　　　　　容

扶養手当

主として職員の扶養を受けて生活している親族のあ
る職員に支給されます。
○配偶者　月額 13,000 円
○配偶者以外の扶養親族　月額 6,500 円（15 歳～
　22 歳の子は１人につき 5,000 円加算）

管理職手当 職制上の段階により支給

時間外勤務手当 時間外の勤務 1 時間につき、給料月額を基本とし
た時間単価の 125％～ 160％を支給

寒冷地手当

11 月～３月の各月に支給
○扶養親族のある世帯主　月額　17,800 円
○扶養親族のない世帯主　月額　10,200 円
○その他の職員　　　　　月額　 7,360 円

特殊勤務手当

○感染症等防疫作業手当　日額 500 円
○行旅死病人取扱手当　1 件 1,500 円～ 2,500 円
○犬猫等死体処理作業手当　1 件 500 円
○野犬等処理作業手当　　1 件 500 円
○福祉業務手当　　日額 300 円または 500 円

通勤手当

○交通機関利用の場合
　通勤に要する運賃相当額（月額 55,000 円限度）
○自動車等を利用の場合　（片道 2Km 以上）月額
　2,000 円～（片道 60Km 以上）月額 31,600 円

住居手当 借家等の場合　月額 27,000 円限度

宿日直手当 宿日直 1 回につき　4,200 円

住民基本台帳人口
平成 28 年３月 31 日現在 98,255 人

歳出額（Ａ） 41,278,739 千円
実質収支 676,390 千円

人件費（Ｂ） 5,607,197 千円
人件費率

（Ｂ／Ａ） 13.6%

職員数 給与費 １人当たり
給与費

（Ａ） 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ） （Ｂ／Ａ）
736人 2,667,700千円 333,987千円 1,006,527千円 4,008,214千円 5,446千円

（注）人件費には特別職（市長等、審議会委員
など）に支給される給料、報酬等を含みます。

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給
料を 100 とした場合の給与水準を示す指数で
す。

（注）職員手当には退職手当を含みません。当初予算に計上された額です。

（注）平均給与月額とは、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当を合
計したものです。

区　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
安曇野市 314,188円 349,362円 42歳4月 － － －
長野県 338,946円 400,149円 45歳3月 274,948円 295,406円 58歳2月

区　分 安曇野市 全国市平均
27 年度 96.7 98.7

 区　　分 安曇野市 長野県 国

一般行政職
大学卒 176,700円 186,300円

総合職　190,200円
一般職　176,700円

高校卒 144,600円 151,500円 一般職　144,600円

区　分 種　類 のべ人数
集合研修 新規採用職員研修、コンプライアンス研修　等 715人
出張研修 財務会計事務研修、係長研修　等 114人
派遣研修 国・県等への派遣研修 5人

区　分
職員数（人）

H26.4.1 H27.4.1 H28.4.1
合計 689 708 733

区　分 25 年度 26 年度 27 年度
賃金（A） 1,293,481千円 1,321,002千円 1,429,546千円

社会保険料等
事業主負担金額

（B）
183,464千円 191,330千円 204,569千円

合計（A ＋ B） 1,476,945千円 1,512,332千円 1,634,115千円
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市政トピックス 市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
国
際
姉
妹
都
市
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
を
公
式
訪
問

■
天
然
温
泉
を
活
用　

安
曇
野
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
が
完
成

■
条
文
の
具
体
的
内
容
を
検
討　

自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
を
設
置

■
市
が
発
注
し
た
工
事　

優
良
建
設
工
事
６
つ
を
表
彰

9
月
24
日
か
ら
30
日
ま
で
、
市
の

公
式
訪
問
団
（
宮
澤
市
長
、
濵
昭
次

市
議
会
議
長
、
橋
渡
教
育
長
）
が
、

市
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
友
好
会
の
皆
さ
ん

と
国
際
姉
妹
都
市
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・

ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
町
な
ど
を
を
訪
ね
ま

し
た
。

今
回
の
訪
問
で
は
、
町
内
の
農
家

博
物
館
で
行
わ
れ
る
祭
り
「
キ
ル
ヒ

タ
ー
ク
」
に
参
加
し
、
交
流
を
深
め

新
日
帰
り
温
泉
入
浴
施
設
「
安
曇

野
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
」
の
し
ゅ
ん
工

式
が
10
月
3
日
、
穂
高
有
明
の
現
地

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
や
市
議
会
な
ど
の
関

係
者
約
80
人
が
出
席
。
宮
澤
市
長
は

「
市
民
の
福
祉
、
健
康
増
進
に
寄
与

し
、
Ｖ
ｉ
ｆ
（
ビ
フ
）
穂
高
と
連
携

し
西
山
山
麓
の
観
光
拠
点
施
設
に
な

る
よ
う
期
待
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

市
の
自
治
の
理
念
や
ル
ー
ル
を
定

め
る
市
自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
の

制
定
に
向
け
、
具
体
的
な
条
文
に
つ

い
て
検
討
す
る
「
市
自
治
基
本
条
例

検
討
委
員
会
」
の
第
１
回
会
議
が
9

月
21
日
、
市
役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
宮
澤
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
条

例
は
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
。
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
検
討
を
お
願
い
し
た
い
」
と
話
し

市
が
発
注
し
、
昨
年
度
し
ゅ
ん
工

し
た
１
８
９
件
の
公
共
工
事
の
中
か

ら
6
つ
の
優
良
建
設
工
事
に
対
す
る

表
彰
式
を
10
月
3
日
、
豊
科
公
民
館

で
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
受
注
し
た
施
工
業
者
10

社
の
代
表
者
へ
宮
澤
市
長
か
ら
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
宮
澤
市
長

は
あ
い
さ
つ
で
「
近
年
、
技
術
向
上

が
著
し
く
、
各
社
の
努
力
に
感
謝
し

た
ほ
か
、
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
町
長
ら
と

会
談
し
ま
し
た
。
会
談
で
は
、
青
少

年
の
相
互
交
流
や
、
民
間
交
流
の
促

進
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
訪
問
と
併
せ
て
、

市
が
平
成
32
年
の
東
京
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
登
録
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
ウ
ィ
ー
ン
で
在
オ
ー
ス
ト

リ
ア
日
本
公
使
や
同
国
の
カ
ヌ
ー
連

し
ま
し
た
。

建
物
は
、
地
上
１
階
、
地
下
１
階

の
鉄
骨
造
り
で
、
床
面
積
は
約
１
９

０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
豊
富
な
天
然

温
泉
を
活
用
し
た
大
浴
場
や
露
天
風

呂
、
家
族
風
呂
、
地
域
交
流
活
動
の

場
に
活
用
可
能
な
多
目
的
室
、
食
堂

な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。ま
た
、建
物

に
は
県
産
や
安
曇
野
市
産
の
木
材
を

使
用
し
、
床
暖
房
に
松
枯
れ
材
や
間

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
請
負
業
者
の
育
成
、

施
工
技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
市
の
公
共
事
業
技
術
者
研
修

会
の
開
催
に
併
せ
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。受

賞
者
は
次
の
施
工
業
者
の
皆
さ

ん
で
す
。（
敬
称
略
）

盟
役
員
と
懇
談
も
行
い
ま
し
た
。
懇

談
で
は
、
本
市
の
明
科
龍
門
渕
公
園

内
に
カ
ヌ
ー
コ
ー
ス
が
あ
り
、
同
国

の
カ
ヌ
ー
選
手
と
市
民
と
の
交
流

や
、
文
化
交
流
が
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
ま

た
、
カ
ヌ
ー
専
用
競
技
場
も
視
察
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

当
日
は
、
有
識
者
に
よ
る
委
員
5

人
に
委
嘱
書
が
手
渡
さ
れ
た
後
、
委

員
長
に
「
自
治
基
本
条
例
制
定
市
民

会
議
」
会
長
を
務
め
た
田
村
浩
さ
ん

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
本
年
8
月
に
「
市
民

会
議
」
が
報
告
し
た
条
例
に
盛
り
込

む
べ
き
内
容
（
前
文
と
30
の
項
目
）

を
基
に
し
た
条
例
案
を
市
の
担
当
者

伐
材
を
利
用
し
た
薪
ボ
イ
ラ
ー
を
導

入
し
て
い
ま
す
。
総
事
業
費
は
約
14

億
４
６
０
０
万
円
で
主
な
財
源
に
合

併
特
例
債
や
都
市
再
生
整
備
計
画
事

業
交
付
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
新

た
な
市
民
の
憩
い
の
場
、
観
光
拠
点

と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
完
成
に
よ
り
、
老
朽
化
し

た
市
営
し
ゃ
く
な
げ
荘
と
隣
接
す
る

温
泉
健
康
館
は
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

が
示
し
、
各
条
例
の
構
成
、
前
文
、

条
文
の
位
置
付
け
、
市
民
や
区
、
ま

ち
づ
く
り
な
ど
定
義
に
つ
い
て
、
委

員
が
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

今
後
、
検
討
委
員
会
は
4
回
ほ
ど

開
催
さ
れ
、
各
条
文
の
具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て
検
討
結
果
を
ま
と
め
、

本
年
12
月
に
市
長
に
報
告
す
る
予
定

で
す
。

クラムザッハ町役場前での歓迎の様子

第１回検討委員会の様子

受賞した皆さんと宮澤市長
テープカットの様子

工事名 施工業者
平成 26・27 年度豊科公民館耐震補
強・大規模改修工事建築主体工事 

相模・佐原特定建設工事共同
企業体

平成 26・27 年度豊科公民館耐震補
強・大規模改修工事機械設備工事 

日特・ニキ特定建設工事共同
企業体

平成 26・27 年度豊科公民館耐震補
強・大規模改修工事電気設備工事 

TOSYS・有賀電気特定建設
工事共同企業体

平成 27 年度三郷公民館・保健セン
ター耐震改修、講堂音響改修工事 

松本土建・丸山硝子特定建設
工事共同企業体

平成 26 年度社会資本整備総合交付
金事業明科 5080 号線道路改良工事 山﨑建設株式会社

平成 27 年度豊科保育園大規模改修
工事 株式会社武井組

●平成 27 年度優良建設工事受賞者
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第 48 回安曇野観光草競馬大会（安曇野競馬愛好会主
催）が 9 月 25 日、市営牧運動場で行われました。爽や
かな秋晴れの中、競走馬、ポニーなど 39 頭が出走し白
熱したレースを展開しました。この日は市内外から約
3,000 人が来場しレースを楽しみました。来場者が指定
されたレースの１着を予想する「勝ち馬当てレース」
では、出走馬に大声援が送られていました。

このほか会場には、ウサギやヤギなどの小動物との
ふれあい広場や小学生以下の子どもたちを対象とした
ポニーの乗馬体験コーナーも設けられ、多くの家族連
れが楽しんでいました。

市内の障害者施設が共同運営する市役所の
喫茶コーナー「あったカフェ」で「安曇野や
さいスイーツ」の先行販売が 10 月 7 日に行
われました。この企画は、カフェの活用とフェ
アの宣伝をしようと「あったカフェ」と「安
曇野やさいスイーツプロジェクト」の合同イ
ベントとして初めて開催しました。当日は、
正午の販売開始前から 20 人程の行列が並び、
購入後には早速カフェで味わう姿も見られま
した。この日、用意した約 350 個は完売する
盛況ぶりでした。

市民大学講座（特別編）（市教育委員会主催）
が 9 月 10 日、堀金総合体育館で開催されま
した。この日は、市民約 300 人が出席。杏林
大学外国語学部教授で、テレビなどで活躍す
る金田一秀穂さんが「心地良い日本語」と題
して講演しました。金田一さんは、明治期の
言葉や若者の言葉などの事例を交え、言葉は
時代と共に変化するとしながら、「心地良い
日本語とは、正しい用法などではなく、状況
に応じて違和感なく認識できるよう相手へ配
慮した言葉を使うこと」と話しました。また、
方言について「相手に気持ちや心が伝わる美
しい日本語。ぜひ大切にしてほしい」と会場
に呼び掛けました。

9/25　第 48 回安曇野観光草競馬大会

10/7　「あったカフェ」で「やさいスイーツ」販売

9/10　市民大学講座（特別編）金田一秀穂さん講演会

白熱したレースに大声援

市役所でスイーツを味わう

変化する言葉 心地良い日本語とは

イベント列車「いろどり木曽路号」の運
行に合わせ、篠ノ井線松本地域活性化協議
会によるおもてなし事業が 9 月 24 日、明科
駅と塩尻駅との間で行われました。当日明
科駅では、明科駅前まちづくり委員会の協
力により明科龍神太鼓の皆さんによる和太
鼓の演奏や、明科地域子ども会育成会の子
どもたちによる手旗や横断幕で歓迎しまし
た。このほか車中ではおやきの配布や松本
地域の方言劇なども行われ、市や篠ノ井線
沿線地域の魅力を宣伝しました。

第 1 回あづみの里山市が 9 月 22 日、林友
ハウス工業㈱（穂高）で開催されました。
この催しは「市里山再生計画」のプロジェ
クト「さとぷろ。」の取り組みとして、市内
の里山にある木を気軽に触れ、活用しても
らおうと開催しました。当日は、松枯れ材
の販売や安曇野産材を使った住宅相談、木
工体験などが行われ、約 200 人が会場を訪
れました。マイ箸づくり体験をした中川聡

そう

一
いちろう

郎くん（穂高北小 2 年）は「木を削るの
が大変だったけど楽しかったです。自分の
作った箸でご飯を食べるのが楽しみです」
と話してくれました。

市内小学校の運動会が行われ、9 月 17 日には 6 校
で行われました。

このうちの堀金小学校（児童 573 人）では、騎馬戦
や各学年代表によるリレーなどが行われました。

また、豊科南穂高の豊科北小学校（児童 526 人）で
は、全学年参加による大玉送りや 5・6 年生による組
体操の披露などが行われました。

それぞれの学校では、家族やクラスの仲間や、家族
からの声援を受け、子どもたちは、元気いっぱいに競
技や演技をしていました。

9/24　「いろどり木曽路号」をおもてなし

9/22　さとぷろ。あづみの里山市

9/17　市内小学校で運動会

篠ノ井線の魅力を発信

安曇野産材に触れて楽しむ

秋空の下　校庭に歓声が響く
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市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も

の
ス
マ
ホ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ト

ラ
ブ
ル
事
例
と
そ
の
対
処
方
法
に
つ
い

て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
知
っ
て

お
き
た
い
ネ
ッ
ト
の
常
識
や
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
対
処
法
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

●
日
時　

11
月
6
日
（
日
）
午
前
10
時

～
11
時
30
分

●
場
所　

市
役
所
4
階
大
会
議
室

●
演
題　

子
ど
も
の
ス
マ
ホ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例
と
対
処
法

●
講
師　

南
澤
信
之
さ
ん
（
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
総
合
研
究
所
専
務
理
事
）

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

わ
ん
ぱ
く
Ｇ
Ｙ
Ｍ
教
室

マ
ッ
ト
や
鉄
棒
、
と
び
箱
な
ど
の
い

ろ
い
ろ
な
道
具
を
使
っ
て
、
楽
し
く
元

気
に
遊
び
ま
し
ょ
う
！

●
日
時　

①
12
月
5
日
か
ら
平
成
29
年

2
月
27
日
ま
で
の
月
曜
日
②
12
月
6

日
か
ら
平
成
29
年
2
月
21
日
ま
で
の

火
曜
日　

①
、
②
と
も
に
午
後
4
時
30
分
～
5
時

京
都
で
京
料
理
店
を
営
ん
で
い
た
講

師
か
ら
、
旬
の
食
材
を
無
駄
な
く
使
っ

た
簡
単
で
お
い
し
い
家
庭
料
理
を
学
び

ま
す
。

●
日
時　

11
月
4
日
（
金
）
午
前
10
時

～
午
後
0
時
30
分

●
場
所　

穂
高
会
館
調
理
実
習
室

●
内
容　

お
か
ら
い
な
り
、
な
す
田
楽

等
●
講
師　

高
瀬
美
幸
さ
ん

●
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
人

●
定
員　

20
人
（
抽
選
）

●
参
加
費　

７
０
０
円（
食
材
費
含
む
）

●
申
し
込
み　

10
月
24
日
（
月
）・
25

日
（
火
）
に
穂
高
会
館
へ
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は

午
前
9
時
～
午
後
5
時
）
※
参
加
決

定
者
に
は
後
日
、
通
知
し
ま
す
。

●
そ
の
他　

次
回
開
催
は
、
平
成
29
年

2
月
3
日
（
金
）
に
予
定
し
て
い
ま

す
。

30
分
（
全
10
回
）

●
場
所　

穂
高
総
合
体
育
館

●
対
象　

①
幼
稚
園
・
保
育
園
年
長
児

　

②
幼
稚
園
・
保
育
園
年
中
児

●
参
加
費　

１
８
０
０
円
（
保
険
料
含

む
）

●
定
員　

各
25
人
（
本
年
度
参
加
経
験

の
な
い
人
を
優
先
。
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

●
講
師　

水
口
朋
巳
さ
ん
・
山
縣
美
智

代
さ
ん

●
申
し
込
み　

①
は
10
月
24
日
（
月
）

か
ら
②
は
10
月
25
日

（
火
）
か
ら
電
話
で

生
涯
学
習
課
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
は
、
午

前
9
時
～
午
後
5
時
）

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
は
誰
で
も
、
何

歳
か
ら
で
も
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
日
時　

11
月
16
日
～
平
成
29
年
2
月

22
日
ま
で
の
水
曜
日　

午
後
1
時
30

分
～
3
時
30
分
（
全
10
回
）

●
場
所　

豊
科
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ

施
設
体
育
館

●
対
象　

一
般
成
人

●
参
加
費　

１
４
０
０
円
（
保
険
料
含

む
）

消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
、
ク
リ
ス
マ
ス

や
正
月
用
の
楽
し
い
は
ん
こ
作
り
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
親
子
や
友
達
同
士
で

参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
26
日
（
土
）
午
前
10
時

～
正
午

●
場
所　

豊
科
公
民
館
大
会
議
室

●
講
師　

山
の
は
ん
こ
や
「
の
ら
猫
工

房
」　

や
ざ
き
な
お
み
さ
ん

●
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
小
学
校
４
年

生
以
上
の
児
童
、
生
徒
、
大
人

●
参
加
費　

９
０
０
円
（
受
講
料
と
材

料
費
）
小
中
学
生
は
材
料
費
（
７
０

０
円
）
の
み

●
持
ち
物　

筆
記
用
具

●
申
し
込
み　

10
月
24
日
（
月
）
か
ら

豊
科
公
民
館
へ
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
、
午
前
9

時
～
午
後
5
時
）

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
有
効
活
用
さ
れ

て
い
る
放
射
線
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

●
日
時　

11
月
8
日
（
火
）
午
後
１
時

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
講
師　

豊
科
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員

●
申
し
込
み　

10
月
26
日
（
水
）
か
ら

電
話
で
生
涯
学
習
課
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
、
午
前
9

時
～
午
後
5
時
）

性
別
や
年
齢
を
問
わ
ず
、
手
軽
に
楽

し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
吹
き
矢
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
集
中
力
と
心
肺
機
能
が
高
ま
り
ま

す
。

●
日
時　

11
月
17
日
（
木
）　

午
後
7

時
～
9
時

●
場
所　

三
郷
公
民
館
講
堂

●
対
象　

市
内
在
住
者

●
講
師　

柳
田
和
男
さ
ん
（
日
本
ス
ポ

ー
ツ
吹
き
矢
協
会
会
員
）

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

３
１
０
円
（
マ
ウ
ス
ピ
ー

ス
代
含
む
）

●
持
ち
物　

運
動
靴
・
タ
オ
ル
・
飲
み

物
●
申
し
込
み　

11
月
１
日
（
火
）
か
ら

電
話
で
三
郷
地
域
課
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
午
前
9
時

～
午
後
5
時
）

30
分
～
3
時

●
場
所　

明
科
公
民
館
講
堂

●
講
師　

安
曇
野
赤
十
字
病
院　

診
療

放
射
線
技
師

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

山
岳
写
真
家
で
昆
虫
の
生
態
研
究
家

で
も
あ
っ
た
田
淵
行
男
が
、
少
年
期
か

ら
中
年
期
に
か
け
て
描
い
た
さ
ま
ざ
ま

な
絵
画
資
料
を
、
蝶
の
細
密
画
を
中
心

に
紹
介
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
１
日
（
火
）
～
3
月
12

日
（
日
）
午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
場
所　

田
淵
行
男
記
念
館
1
階

●
入
館
料　

高
校
生
以
上
３
０
０
円
、

市
内
在
住
の
70
歳
以
上
の
人
は
無
料

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）
12
月
28
日
～

１
月
４
日

第４回豊科郷土博物館ワークショップ「布ぞうりをつくろう」
問豊科郷土博物館　472・5672　672・7772

現代の民具には昔の知恵を活用したものが数多くあります。布ぞうりもその一つで、わらぞうりと同じ方
法で作るものです。使わなくなった浴衣などを再利用でき、素足に気持ち良く、家の中でスリッパ代わりに
履くことができます。布ぞうりの作り方を一緒に学びましょう
●日時　11 月 12 日（土）午前 10 時～午後 3 時　●会場　鐘の鳴る丘集会所　
●講師　秋山啓子さん他 2 人　●定員　15 人（先着順）　
●参加費　1,630 円（材料代・保険料等）●持ち物　はさみ・昼食（おにぎり）
●申し込み　10 月 25 日（火）から 11 月 11 日（金）までに郷土博物館窓口か、

電話で申し込みください。（受付時間は、午前 9 時～午後 5 時）
●休館日　月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）

第 6 回フォトサロンなかがや写真展
問貞享義民記念館　477・7550　677・7551

フォトサロンの会員 9 人の作品を展示します。なにげない風景と花を撮った約 70 点の写真をお楽しみくだ
さい。
●開催期間　11 月 3 日（木）～ 27 日（日）午前 9 時～午後 5 時

（11 月 3 日は正午から、11 月 27 日は午後 3 時まで）
●場所　貞享義民記念館　企画展示室
●入館料　無料（常設展は有料）
●休館日　月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）

青
少
年
セ
ン
タ
ー
講
演
会

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

71
・
２
４
６
６ 

71
・
２
３
３
３

ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
の
募
集

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

71
・
２
４
６
７ 

71
・
２
３
３
３

穂
高
公
民
館　

季
節
の
家
庭
料
理
教
室

「
第
３
回
京
の
お
ば
ん
ざ
い
料
理
」

穂
高
公
民
館
内
穂
高
地
域
課
地
域
担
当

82
・
５
９
７
０ 

82
・
３
９
９
０

豊
科
公
民
館
親
子
ふ
れ
あ
い
塾

「
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
作
り
」

豊
科
公
民
館
内
豊
科
地
域
課
地
域
担
当

72
・
２
１
５
８ 

73
・
６
４
０
１

田
淵
行
男
記
念
館　

田
淵
行
男
細
密
画
展
～
写
蝶
幻
想
～

田
淵
行
男
記
念
館

72
・
９
９
６
４ 

88
・
２
０
１
０

明
科
公
民
館
健
康
づ
く
り
講
座

～
放
射
線
の
危
険
性
に
つ
い
て
～

明
科
公
民
館
内
明
科
地
域
課
地
域
担
当

62
・
４
６
０
５ 

62
・
５
８
９
４

ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
の
募
集

三
郷
公
民
館
内
三
郷
地
域
課
地
域
担
当

77
・
２
１
０
９ 

77
・
６
０
６
０

田淵行男 画【ギフチョウ】
1947 年制作

布ぞうり作品の例燃える常念



図書館infomation

2425 広報あづみの　2016.10.19 2016.10.19　広報あづみの

市
内
5
館
の
図
書
館
（
中
央
・
豊
科
・

三
郷
・
堀
金
・
明
科
）
で
は
、
秋
の
読

書
週
間
に
合
わ
せ
、
た
く
さ
ん
の
本
と

出
会
え
る
企
画
を
用
意
し
ま
し
た
。

①
た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
も
ら
お
う
！

読
書
週
間
中
に
、
目
標
冊
数
を
ク
リ

ア
す
る
と
図
書
館
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

も
ら
え
ま
す
。「
読
書
通
帳
」
へ
期
間

中
に
読
ん
だ
本
（
マ
ン
ガ
を
除
く
）
を

記
入
し
て
、
図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
へ

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
だ「
読
書
通
帳
」

を
持
っ
て
い
な
い
人
も
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
目
標　

▽
小
学
生
以
下　

10
冊　

▽
一
般
（
中
学
生
以
上
）
5
冊

●
実
施
期
間　

10
月
27
日
（
木
）　　

～
11
月
9
日
（
水
）

●
プ
レ
ゼ
ン
ト
引
き
換
え
期
間

11
月
30
日
（
水
）
ま
で

②
「
い
ち
ば
ん
心
に
残
っ
た
本
・
だ
れ

か
に
お
す
す
め
し
た
い
本
」
の
展
示

「
読
書
通
帳
」
で
１
０
０
冊
達
成
し

た
人
が
書
い
た
「
い
ち
ば
ん
心
に
残
っ

た
本
・
だ
れ
か
に
お
す
す
め
し
た
い
本
」

を
市
内
各
図
書
館
へ
展
示
し
ま
す
。
新

ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
を
使
っ
て
、
か
わ

い
い
か
ご
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

11
月
9
日
（
水
）　

午
前
10

時
～
正
午

●
場
所　

明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交
流

学
習
施
設
「
ひ
ま
わ
り
」
2
階
講
義

室
●
対
象　

一
般

●
講
師　

ク
ラ
フ
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん

●
材
料
費　

５
０
０
円

●
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

●
持
ち
物　

洗
濯
バ
サ
ミ
（
Ｖ
字
型
10

個
）、
手
拭
き

●
申
し
込
み　

10
月
25
日
（
火
）
か
ら

た
な
本
と
の
出
会
い
に
な
る
よ
う
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
展
示
期
間　

10
月
27
日
（
木
）
～
11

月
30
日
（
水
）

③
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

　
「
秋
の
読
書
週
間
～
２
０
１
６
～
」

期
間
中
、
本
を
借
り
た
人
に
、
松
本

山
雅
Ｆ
Ｃ
所
属
選
手
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ

た
「
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
特
製
し
お
り
」
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
期
間　

10
月
22
日
（
土
）
～
11
月
6

日
（
日
）

お
は
な
し
会
で
の
読
み
聞
か
せ
の
基

本
が
楽
し
く
身
に
付
き
ま
す
。

●
日
時　

11
月
3
日
（
木
）
午
前
10
時

～
正
午

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
対
象　

お
は
な
し
会
に
興
味
の
あ
る

人11
月
2
日
（
水
）
ま
で
に
、
明
科
図

書
館
窓
口
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
、
午
前

10
時
～
午
後
6
時
）

「
終
の
住
処
」
な
ど
で
多
く
の
賞
を

を
受
賞
し
た
磯
崎
憲
一
郎
さ
ん
の
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
3
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
～
（
開
場
は
午
後
１
時
）

●
場
所　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」
多
目
的
ホ
ー
ル

●
講
師　

磯
崎
憲
一
郎
さ
ん
（
東
京
工

業
大
学
大
学
院
教
授
）

●
演
題　

小
説
と
は
何
か
？

●
対
象　

一
般
市
民

●
講
師　

豊
嶋
さ
お
り
さ
ん
（
Ｊ
Ｐ
Ｉ

Ｃ
読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
お
は
な
し

の
会
す
が
の
っ
く
る
代
表
）

●
参
加
費　

無
料

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

10
月
25
日
（
火
）
か
ら
、

中
央
図
書
館
窓
口
か
、
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
、

午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

幅
広
い
年
代
か
ら
支
持
さ
れ
て
い

る
い
せ
ひ
で
こ
さ
ん
の
魅
力
を
学
び
ま

す
。

●
日
時　

11
月
10
日
（
木
）
午
前
10
時

～
正
午

●
場
所　

三
郷
文
化
公
園
体
育
館
健
康

相
談
室

●
対
象　

一
般
市
民

●
講
師　

酒
井
倫
子
さ
ん
（
絵
本
美
術

館
「
森
の
お
う
ち
」
館
長
）

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

10
月
25
日
（
火
）
午
前

10
時
か
ら
三
郷
図
書
館
窓
口
、
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
受

付
時
間
は
午
前
10
時
～
午
後
6
時
）

●
定
員　

１
８
０
人
（
全
席
指
定
）

●
入
場
料　

無
料

●
申
し
込
み　

11
月
１
日
（
火
）
～
15

日
（
火
）
の
間
に
、
各
図
書
館
備
え

付
け
の
申
し
込
み
用
紙
、も
し
く
は
、

は
が
き
等
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
図
書
館

窓
口
へ
持
参
、
ま
た
は
郵
送
か
フ
ア

ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
同
伴

2
人
ま
で
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。

申
込
書
は
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
も
入

手
で
き
ま
す
。
電
話
で
の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。

●
そ
の
他　

応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
当
選
者
に
は
11
月
下
旬
ま
で
に

入
場
券
を
送
付
し
ま
す
。

●
送
付
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

豊
科
５
６
０
９
‐
３　

豊
科
図
書
館

講
演
会
係

実
物
教
育
へ
の
熱
意

　

～
長
野
県
地
学
標
本
～

ま
だ
鉄
道
も
あ
ま
り
整
備
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
明
治
時
代
に
、
熱
い
思
い
を
胸
に
長
野

県
を
駆
け
回
っ
た
人
物
が
い
ま
し
た
。
保ほ
し
な科

五ご
む
さ
い

無
斎
は
、
現
在
の
立
科
町
に
生
ま
れ
、
教

育
に
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。
明
治
36
年
、
保

科
は
県
内
で
採
取
し
た
岩
石
な
ど
２
４
３
種

の
標
本
を
整
理
し
、
県
内
外
の
学
校
１
０
３

校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
１
つ
の
標
本
の
大
き

さ
は
お
よ
そ
５
セ
ン
チ
で
す
が
、
２
４
３
種

１
０
３
校
分
と
も
な
る
と
、
重
量
は
３
ト
ン

を
超
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
中
に
は
北
ア

ル
プ
ス
の
高
山
で
採
集
さ
れ
た
も
の
も
あ

り
、
多
大
な
労
力
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

現
在
市
内
に
は
、
そ
の
後
明
治
42
年
に
作

成
さ
れ
た
も
の
を
含
め
保
科
の
標
本
が
4
校

分
現
存
し
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
市
内
で

採
取
さ
れ
た
標
本
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

偉
業
を
完
遂
さ
せ
た
の
は
、
子
ど
も
た
ち
に

実
物
に
触
れ
て
学
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
保
科

の
熱
意
で
し
た
。

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化   

そ
の
55

文
化
課
文
化
財
保
護
係

71
・
２
４
６
４ 

71
・
２
３
３
８

お
す
す
め
の
一
冊

沈
ま
ぬ
太
陽

山
崎
豊
子
／
著

紹介する人

岡村康司さん
（豊科・南穂高）

世
の
中
に
は
、
自
分
の
立
場
や
地
位

が
不
当
に
追
い
込
ま
れ
て
も
信
念
を
貫

き
通
す
人
も
い
れ
ば
、
一
方
で
時
代
の

空
気
を
読
み
、
時
に
は
他
人
を
踏
み
台

に
し
て
で
も
富
や
地
位
を
手
に
入
れ
る

人
も
い
ま
す
。
こ
の
物
語
は
、
労
働
組

合
の
委
員
長
を
務
め
た
主
人
公
が
、
会

社
か
ら
受
け
た
懲
罰
人
事
や
、
大
事
故

を
起
こ
し
た
航
空
会
社
の
職
員
と
し
て

遺
族
と
の
交
渉
に
も
真し
ん
し摯
に
向
き
合
い
、

ま
た
後
に
会
長
室
に
招
へ
い
さ
れ
、
会

社
の
ず
さ
ん
な
経
営
体
質
に
立
ち
向
か

う
姿
等
が
仔し
さ
い細
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

山
崎
先
生
の
作
品
は
、
膨
大
か
つ
困

難
な
取
材
を
ベ
ー
ス
に
戦
争
や
社
会
問

題
を
扱
っ
た
大
作
が
多
く
、
日
本
人
が

歩
ん
で
き
た
歴
史
を
直
視
し
、
私
た
ち

が
今
後
ど
の
様
に
生
き
抜
く
べ
き
な
の

か
考
え
さ
せ
ら
れ
る
作
品
ば
か
り
で
、

多
く
の
作
品
が
映
画
化
や
ド
ラ
マ
化
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担

う
若
い
人
達
に
ぜ
ひ
オ
ス
ス
メ
で
す
。

中央図書館映画上映会（入場無料）
『ワイルドライフ』

～アリューシャンマジック　驚異！海の生きもの大集結～

＜上映時間：50 分＞
●日時　11日（金） 開場18：30 上映19：00～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール

ドキドキ・ワクワクおはなし会
◇　中央図書館

　　おはなしのとびら　おはなしのへや

　　2・9・16・30 日（各水曜日）

	 10：30 ～（乳幼児以上対象）

　　おはなしとしょかん　おはなしのへや

　　19 日（土）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）

◇　豊科図書館

　　ちいさいたんぽぽ　多目的室

　　25 日（金）	 11：00 ～（乳幼児対象）

　　おはなしたんぽぽ　多目的室

　　25 日（金）	 16：30 ～（幼児以上対象）

◇　三郷図書館

　　ポケットの会　三郷文化公園体育館 1 階会議室

　　12 日（土）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）

◇　堀金図書館

　　おはなしのへや　絵本コーナー

　　15 日（火）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）

	 16：30 ～（幼児以上対象）

　　おりがみのへや　絵本コーナー

　　23 日（水）	 16：30 ～

◇　明科図書館

　　ひまわりおはなし会　おはなしの部屋

　　19 日（土）	 11：00 ～（乳幼児以上対象）

11月の図書館イベント

図
書
館
の
催
し

テ
ー
マ
は
「
本
と
親
し
む

秋
」
秋
の
読
書
週
間
企
画

中
央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

中
央
図
書
館
「
絵
本
で
広
が
る

世
界
～
読
み
聞
か
せ
の
基
本
と

選
書
～
」
参
加
者
募
集中

央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

豊
科
図
書
館 

芥
川
賞
作
家

磯
崎
憲
一
郎
さ
ん
講
演
会

豊
科
図
書
館

71
・
４
０
２
２ 

73
・
１
８
０
１

第
４
回
明
科
図
書
館
ひ
ま
わ
り
講
座

ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
で
か
ご
作
り

明
科
図
書
館

62
・
１
１
２
２ 

62
・
１
１
２
４

三
郷
図
書
館　

大
人
も
楽
し
む
名
作

児
童
文
学
「
絵
本
作
家
い
せ
ひ
で
こ

さ
ん
が
え
が
く
い
の
ち
の
世
界
」

三
郷
図
書
館

76
・
３
０
７
８
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市
役
所
の
問
い
合
わ
せ
先

71
・
２
０
０
０
㈹  

71
・
５
０
０
０

（
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）
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広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

地
球
温
暖
化
に
関
す
る
最
新
の
知
見

と
、
長
野
県
の
対
策
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。

●
日
時　

10
月
28
日
（
金
）
午
後
6
時

30
分
～
7
時
30
分

●
場
所　

市
役
所
3
階
３
０
６
会
議
室

●
内
容　

▽
地
球
温
暖
化
の
現
状
と
県

内
の
状
況
▽
温
暖
化
対
策
の
現
状
▽

県
の
地
球
温
暖
化
対
策
▽
県
の
今
後

の
方
針

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

商
店
街
活
性
化
を
目
的
に
活
動
し
て

い
る
安
曇
野
ま
ち
な
か
カ
レ
ッ
ジ
実
行

委
員
会
で
は
、
商
店
や
文
化
施
設
の
ス

タ
ッ
フ
等
が
講
師
と
な
っ
て
専
門
知
識

や
プ
ロ
の
コ
ツ
を
無
料
で
教
え
る
ミ
ニ

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
29
日
（
土
）
～
12
月
4

日
（
日
）

●
そ
の
他　

詳
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

実
行
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
uhttp://azum

ino-college.net/

）

お
よ
び
市
商
工
会
穂
高
支
所
設
置
の

チ
ラ
シ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人
に
も
、
車
に
も
、
環
境
に
も
や
さ

し
い
思
い
や
り
の
あ
る
車
の
乗
り
方
を

学
び
ま
す
。

●
日
時　

11
月
9
日
（
水
）
午
前
10
時

～
午
後
4
時

●
場
所　

市
役
所
１
階
東
側
ロ
ビ
ー

●
内
容　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
を
体
験
し
、
ど
の
く
ら
い
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
が
で
き
て
い
た
か
、
ど
う

す
れ
ば
よ
り
改
善
で
き
る
か
を
講
師

が
個
別
講
評
し
ま
す
。（
１
人
あ
た

り
5
～
10
分
程
度
）。
※
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
ー
の
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

介
護
保
険
課
窓
口（
１
階
�
番
窓
口
）

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時

間
は
、午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
）

体
の
動
か
し
方
や
ほ
ぐ
し
方
を
学
ぶ

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
18
日
（
金
）
午
前
10
時

～
正
午

●
場
所　

穂
高
会
館
講
堂

●
内
容　

健
康
太
極
拳
～
古
武
術
の
動

き
を
使
っ
た
、
足
腰
に
負
担
を
か
け

な
い
体
の
動
か
し
方
～

●
講
師　

飯
島
重
男
さ
ん
・
大
堀
君
子

さ
ん
（
日
本
健
康
太
極
拳
協
会
）

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
水
分
補
給
が
で

き
る
も
の
、
床
に
敷
く
も
の
（
バ
ス

タ
オ
ル
・
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
な
ど
）

●
申
し
込
み　

11
月
17
日
（
木
）
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受

付
時
間
は
、
午
前
8
時
30
分
～
午
後

5
時
）

認
知
症
の
人
と
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
る
新
た
な
手
法
と
し
て

注
目
さ
れ
る
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
に

つ
い
て
、
専
門
家
を
迎
え
講
演
を
行
い

ま
す
。

●
日
時　

11
月
19
日
（
土
）
午
後
2
時

～
3
時

●
場
所　

市
役
所
4
階
大
会
議
室

●
演
題　
『
地
域
み
ん
な
で
認
知
症
の

方
を
支
え
る
た
め
に
』
～
ユ
マ
ニ
チ

ュ
ー
ド
Ⓡ
に
よ
る
認
知
症
ケ
ア
～

●
講
師　

林
紗
美
さ
ん
（
ユ
マ
ニ
チ
ュ

ー
ド
認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
独

立
行
政
法
人 

国
立
病
院
機
構　

東

京
医
療
セ
ン
タ
ー
総
合
内
科
病
棟
副

看
護
師
長
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

●
問
い
合
わ
せ　

安
曇
野
市
医
師
会　

72
・
２
３
４
７

※
駐
車
場
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
乗

り
合
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

初
め
て
の
人
で
も
簡
単
に
で
き
、
転

倒
予
防
や
認
知
症
予
防
に
効
果
的
な
太

極
拳
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
10
日
（
木
）
か
ら
平
成

29
年
2
月
9
日
（
木
）
の
間
で
、
お

お
む
ね
週
１
回
木
曜
日
開
催　

午
前

9
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　

豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

●
対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
～

74
歳
ま
で
の
人

　

※
医
師
か
ら
運
動
制
限
の
指
示
が
あ

る
人
は
参
加
で
き
ま
せ
ん

●
内
容　

太
極
拳
・
体
力
測
定
・
歯
科

相
談
ほ
か

●
講
師　

飯
島
重
男
さ
ん
・
大
堀
君
子

さ
ん
（
日
本
健
康
太
極
拳
協
会
）

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

　

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
新
規
の

人
を
優
先
し
ま
す
。

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

水
分
補
給
で
き
る
物
・
タ

オ
ル
な
ど

●
申
し
込
み　

10
月
24
日
（
月
）
か
ら

28
日
（
金
）
の
間
に
、
電
話
ま
た
は

★広告掲載のお申し込みはエービーシー（株）（436・2111）まで

座

講

護

介 エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会

問
環
境
課
環
境
政
策
係

（

71
・
２
４
９
２ 
72
・
３
１
７
６
）

環
カ
フ
ェ
「
長
野
県
の
環
境
エ
ネ

ル
ギ
ー
戦
略
」（
県
出
張
講
座
）

問
環
境
課
環
境
政
策
係

（

71
・
２
４
９
２ 

72
・
３
１
７
６
）

介
護
予
防
シ
ニ
ア
健
康
太
極
拳

教
室
（
冬
コ
ー
ス
）

問
介
護
保
険
課
介
護
予
防
担
当

（

71
・
２
４
７
４ 

71
・
２
５
０
３
）

市
民
公
開
講
座

「
認
知
症
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

問
介
護
保
険
課
介
護
予
防
担
当

（

71
・
２
４
７
４ 

71
・
２
５
０
３
）

安
曇
野
ま
ち
な
か
カ
レ
ッ
ジ

２
０
１
６

問
観
光
交
流
促
進
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
担
当

（

71
・
２
０
５
３ 

72
・
１
３
４
０
）

介
護
予
防
講
習
会

問
介
護
保
険
課
介
護
予
防
担
当

（

71
・
２
４
７
４ 

71
・
２
５
０
３
）

講座の様子



穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター

2829 広報あづみの　2016.10.19 2016.10.19　広報あづみの

県
産
の
新
そ
ば
粉
で
そ
ば
打
ち
体
験

と
そ
ば
を
食
べ
な
が
ら
交
流
会
を
行
い

ま
す
。

●
日
時　

①
11
月
2
日
（
水
）
②
11
月

16
日
（
水
）
両
日
と
も
午
前
10
時
～

午
後
１
時

●
場
所　

明
科
農
産
物
加
工
交
流
ひ
ろ

ば
「
え
べ
や
」（
旧
明
科
夢
い
ち
ば
）

●
対
象　

市
内
在
住
者

●
講
師　

え
べ
や
組
合
員

●
参
加
費　

８
０
０
円

●
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

10
月
25
日
（
火
）
か
ら

「
え
べ
や
」（

88
・
６
２
７
５
）
へ

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受

付
は
、
火
、
木
、
土
曜
日
の
午
前
8

時
30
分
～
正
午
）

市
が
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
に
な
っ
て
い
る

松
本
山
雅
公
式
戦
（
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山

形
戦
）
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
30
日
（
日
）
午
後
1
時

30
分
～
4
時
（
開
場
は
正
午
）

●
場
所　

市
役
所
4
階
大
会
議
室

●
参
加
費　

無
料

●
定
員　

３
５
０
人
（
先
着
順
・
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

●
主
催　

山
雅
後
援
会
安
曇
野
支
部

明
科
地
域
潮
沢
地
区
の
生
活
環
境
を

支
え
た
古
道
を
歩
き
、
道
に
ま
つ
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
言
い
伝
え
や
昔
の
く
ら
し

と
の
関
わ
り
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

11
月
5
日
（
土
）
午
前
8
時

45
分
～
午
後
0
時
30
分

●
場
所　

明
科
潮
沢
地
区
岩
洲
公
園

●
講
師　

潮
沢
ロ
マ
ン
の
会

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

10
月
24
日
（
月
）
か
ら

環
境
課
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時
）

共
同
で
作
業
を
し
、
男
女
が
持
つ

お
互
い
の
特
性
に
気
づ
き
、
理
解
を
深

め
る
た
め
そ
ば
打
ち
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時　

11
月
11
日
（
金
）
午
前
9
時

30
分
～
午
後
1
時
30
分

●
場
所　

穂
高
こ
ね
こ
ね
ハ
ウ
ス

●
講
師　

穂
高
こ
ね
こ
ね
ハ
ウ
ス
ス
タ

ッ
フ

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

７
０
０
円
（
材
料
費
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん

●
申
し
込
み　

10
月
24
日
（
月
）
か
ら

31
日
（
月
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
人
権
男
女
共
同
参
画
課
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間

は
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

●
そ
の
他　

2
回
目
の
料
理
教
室
は
2

月
に
三
郷
地
域
で
開
催
予
定
で
す
。 集

募

者

加

参男
女
共
同
参
画
推
進
会
議

料
理
教
室

問
人
権
男
女
共
同
参
画
課
人
権
男
女
共
生
担
当

（

71
・
２
４
０
６ 

71
・
５
１
５
５
）

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
ア
ウ
ェ
イ
公
式
戦

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

問
政
策
経
営
課
企
画
担
当

（

71
・
２
４
０
１ 

71
・
５
１
５
５
）

歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「
秋
の
岩
洲
公
園
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
」

問
環
境
課
環
境
政
策
係

（

71
・
２
４
９
２ 

72
・
３
１
７
６
）

「
え
べ
や
」
食
講
座　

そ
ば
打
ち
講
座

問
農
政
課
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当

（

71
・
２
４
３
０ 

71
・
２
５
０
７
）

平成 28 年度自衛官等の募集長野県長野技術専門校平成 29 年度入校生募集
防衛省では特別職国家公務員「自衛官等」の受付および試験を行ないます。長野県長野技術専門校では平成 29 年度入校生を募集します。

試験種目 応募資格 受付期間 試　験　日

高等工科学校生徒

一般 男子で中卒（見込含）17 歳未満の者 11月1日（火）から
平成29年１月6日（金）

１次試験　平成29年1月21日（土）
２次試験　平成29年2月2日（木）～5日（日）

推薦
男子で中卒（見込含）17 歳未満の成
績優秀かつ生徒会活動等に顕著な実績
を納め、学校長が推薦できる者

11月1日（火）から
12月2日（金）

平成29年１月7日（土）から9日（月）
※いずれか１日を指定されます

貸費学生（技術）

大学の理学部、工学部の３、４年次ま
たは大学院（専門職大学院を除く）修
士課程在学（正規の修業年限を終わる
年の４月１日現在で 26 歳未満（大学
院修士課程在学者は 28 歳未満））

11月１日（火）から
平成29年１月10日（火） 平成29年１月28日（土）

問自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所・広報センター『信濃』　4636・2787

募集科 応募資格 必要経費 願書受付期間 選考日

・機械加工科
・電気工事科
・画像処理印刷科
・木造建築科

高等学校卒業（または
同等）以上の人

入校審査料（受験料）　　2,200 円
入校料（入学金）　　　　5,650 円
授業科（年額）　　　　118,800 円
※他、教材費、作業服代、資格取得等の経費
等は自己負担で年間十数万円

11 月 4 日（金）～
21 日（月）

11 月 28 日（月）

●問い合わせ・資料請求先　長野技術専門校　（長野市篠ノ井布施五明 3537）
4026・292・2341　6026・292・2342　または最寄りの公共職業安定所（ハローワーク）へ
長野技術専門校のホームページでも関連資料を入手できます。

市営霊園（返還聖地）の使用者を募集します
問環境課環境保全担当（471・2491　672・3176）

●対象者　次のすべてに該当する人
①市に本籍または住所を有する人
②現在、遺骨を保持している人（改葬も可）
③ 5 年以内に墓石の建立ができる人
④現在、市営霊園を使用していない人
⑤使用許可の決定後、2 週間以内に霊園使用料を一括納入できる人
※本籍が安曇野市で住所が市外の人は、市内に住所を有する世帯主を
代理人として選定する必要があります。

●募集区画　20 区画前後（10 月 19 日から配布する要項に記載）
●申し込み　環境課（市役所 2 階5番窓口）備え付けの要項を確認の上、必要書類等をそろえて環

境課窓口で申し込みください。
▷必要書類等　
①住民票世帯全員の写し（本籍の記載のあるもの）
②「死体埋火葬許可証」の写しまたは「墓地管理者の埋葬証明」
③印鑑

●申込受付期間　11 月 4 日（金）～ 15 日（火）土日を除く午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分　
●使用の決定　抽選により使用者および使用聖地を決定します。なお、下記留意事項に記載する優

先者がいる場合は、優先者の区画選定を先に行います。
●抽選日時　12 月 4 日（日）午後 1 時 30 分～（受付は午後１時～）
●抽選場所　市役所 4 階大会議室 
●留意事項　▷今回募集する区画は、以前に貸付を行い返還された聖地です。

▷平成 26・27 年度の返還聖地抽選会で 2 回落選している人を優先します。
▷電話、郵送、各支所での申し込みはできません。
▷抽選日当日に出席できない場合は申し込み無効となります。（代理出席可）
▷使用許可が決定した場合、霊園使用料の他に平成 28 年度分霊園管理料を納めていただきます。
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▷安曇野市ダンスサークル交流会　15,904 円
市社会福祉事業に対して▷株式会社ハーモニッ
ク・ドライブ・システムス　代表取締役社長　長
井　啓　593,000 円　小中学校の図書購入費とし
て▷社会福祉法人　孝悌会　①液晶テレビ２台、
テレビ専用台２台、教材提示装置１台②ティン
パニー１台、ワイヤレスアンプセット１組　①
豊科南小学校へ②豊科北小学校へ▷フジゲン株
式会社　代表取締役社長　上條啓水　オルゴー
ル FC0-1100　１台　オルゴールディスク付き　安
曇野市役所庁舎へ

く
だ
さ
い
。
▽
入
札
内
容
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
売
却
予
定

の
物
品
の
一
部
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。
▽
代
金
の
支
払
い

と
物
品
の
運
び
出
し
は
入
札
当
日
に

お
願
い
し
ま
す
。
▽
開
札
に
は
時
間

が
掛
か
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ

さ
い
。
▽
入
札
は
市
の
都
合
に
よ
り

延
期
ま
た
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

中
小
企
業
者
の
た
め
の
互
助
会
が
あ

る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。
会
社
の
福

利
厚
生
を
見
直
す
機
会
に
、
加
入
を
ぜ

ひ
検
討
く
だ
さ
い
。
12
月
15
日
ま
で
、

加
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い

ま
す
。

●
加
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間　

12
月
15
日
（
木
）
ま
で

●
対
象
者　

市
内
の
中
小
企
業
の
従
業

員
お
よ
び
事
業
主

●
費
用　

▽
入
会
金　

１
人
３
０
０
円

▽
会
費　

１
人
月
額
３
５
０
円

※
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
、
入
会
金

無
料
。加
入
者
全
員
に
記
念
品
贈
呈
。

●
主
な
事
業
内
容　

▽
保
険
給
付
事
業　

結
婚
祝
金
、
傷
病

休
業
保
険
金
、
死
亡
保
険
金
等

▽
厚
生
事
業　

各
種
提
携
施
設
等
の
割

引
利
用
、
健
診
・
ド
ッ
ク
受
診
補
助

等
●
そ
の
他　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
商
工
労

政
課
（
3
階
2
番
窓
口
）
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お
求
め
く
だ

さ
い
。

市
内
の
都
市
公
園
に
設
置
さ
れ
て
い

る
遊
具
で
設
置
か
ら
年
数
が
経
ち
古
く

な
っ
た
も
の
を
中
心
に
順
次
新
し
く
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、穂
高
公
園（
穂

高
）
に
ブ
ラ
ン
コ
と
滑
り
台
を
、
小
田

多
井
公
園
（
堀
金
）
に
砂
場
と
滑
り
台

を
、
高
家
公
園
（
豊
科
）
や
豊
科
西
公

園
（
豊
科
）
に
は
ブ
ラ
ン
コ
を
、
他
に

も
い
く
つ
か
の
公
園
で
新
し
い
遊
具
に

更
新
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
、
豊
科
南

部
総
合
公
園
（
豊
科
）
や
堀
金
中
央
公

園
（
堀
金
）、
南
小
倉
公
園
（
三
郷
）

な
ど
に
お
い
て
遊
具
の
更
新
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

し
ゃ
く
な
げ
荘
お
よ
び
温
泉
健
康
館

（
穂
高
ヘ
ル
ス
ハ
ウ
ス
）
の
不
要
物
品

を
、
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
13
日
（
日
）
午
前
9
時

～
●
場
所　

し
ゃ
く
な
げ
荘
（
穂
高
有
明

７
７
２
２
番
地
）

●
対
象
者　

個
人
・
法
人

●
申
し
込
み　

事
前
参
加
申
込
期
間
内

に
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書

を
持
参
の
上
、
観
光
交
流
促
進
課

（
3
階
1
番
窓
口
）
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
事
前
参
加
申
込
期
間　

　

10
月
19
日
（
水
）
か
ら
11
月
11
日

（
金
）午
後
5
時
ま
で（
受
付
時
間
は
、

土
日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時
）

●
下
見
日
時　

11
月
12
日
（
土
）
午
前

10
時
～
正
午

●
下
見
場
所　

し
ゃ
く
な
げ
荘

●
そ
の
他　

▽
入
札
当
日
も
参
加
申
込

と
物
品
確
認
は
で
き
ま
す
が
、
混
雑

を
避
け
る
た
め
、
事
前
申
込
に
協
力

11
月
6
日
を
「
環
境
美
化
の
日
」
と

位
置
づ
け
、
生
活
環
境
の
保
全
と
公
共

衛
生
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
市
内
一

斉
清
掃
を
行
い
ま
す
。

ご
み
拾
い
は
誰
に
で
も
で
き
る
身
近

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
身
近
な

地
域
や
自
治
会
、
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
が
行
う
美
化
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

市
の
大
腸
検
査
用
の
未
使
用
の
検
査

容
器
の
返
却
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

未
使
用
の
検
査
容
器
を
お
持
ち
の
人

は
、
最
寄
り
の
保
健
セ
ン
タ
ー
（
三
郷

地
域
は
三
郷
支
所
）
か
市
役
所
健
康
推

進
課
（
1
階
�
番
窓
口
）
へ
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

回
収
で
き
な
か
っ
た
容
器
に
は
経
費

が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
返
却
期
限　

11
月
15
日
（
火
）

み
ど
り
の

　

   

掲
示
板

第 7 回
国
営
公
園
樹
木
鑑
賞
ツ
ア
ー
参
加
者

募
集国

営
公
園
の
ガ
イ
ド
ス
タ
ッ
フ
が
案

内
す
る
「
樹
木
鑑
賞
ツ
ア
ー
」
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
17
日
（
木
）
午
前
10
時

～
11
時
30
分

●
場
所　

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公

園
（
堀
金
・
穂
高
地
区
）
中
央
口
ガ

イ
ド
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

田
園
文
化
ゾ
ー
ン
内
の
散
策

●
講
師　

国
営
公
園
ガ
イ
ド
ス
タ
ッ
フ

●
参
加
費　

無
料
（
た
だ
し
、
公
園
へ

の
入
園
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
そ
の
他　

動
き
や
す
い
服
装
、
運
動

靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
荒
天
の
場

合
は
中
止
）

●
申
し
込
み　

11
月
14
日（
月
）ま
で
に
、

公
園
緑
地
係
へ
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
、
午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時
）

●
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
公
園
緑

地
係
（
71
・
２
２
４
９　

72
・
３

５
６
９
）

集

募不
要
物
品
を
売
却

問
観
光
交
流
促
進
課
拠
点
維
持
整
備
係

（

71
・
２
０
５
５ 

72
・
１
３
４
０
）

大
腸
検
診
検
査
容
器
の
回
収

問
健
健
康
推
進
課
健
康
支
援
担
当

（

81
・
０
７
１
３ 

81
・
０
７
０
３
）

11
月
６
日
は
市
内
一
斉
清
掃

問
廃
棄
物
対
策
課
廃
棄
物
対
策
担
当

（

71
・
２
４
９
０ 

72
・
３
１
７
６
）

勤
労
者
互
助
会
員
募
集

問
商
工
労
政
課
内
勤
労
者
互
助
会
事
務
局

（

71
・
２
２
０
２ 

72
・
１
３
４
０
）

公
園
の
遊
具
を
新
し
く
し
て
い
ま
す

問
都
市
計
画
課
公
園
緑
地
係

（

71
・
２
２
４
９ 

72
・
３
５
６
９
）

し

ら

暮

人権擁護委員は、あなたの街
の相談パートナーです
松本人権擁護委員協議会安曇
野部会　会長　奥村雅彦さん

人 権 コ ラ ム

現在、安曇野市では 15 人の人権擁護委員が活
動しています。法務局における相談に加え、公
共施設においても「人権よろず困りごと相談所」
を開設して相談に応じています。さらに市民の
皆さんに人権について関心を持ってもらえるよ
うに啓発活動を行ったり、電話では相談しにく
いなどといった子ども達に配慮した、「こども人
権 SOS ミニレター」に届いた手紙の返信などを
行ったりしています。市内の中学生には、豊か
な人権感覚を身に付けていただくための人権作
文コンテストの参加をお願いしています。毎年
多数の作品が寄せられています。作品の中から、
介護している母の姿を通して自身の気持ちを素
直に描いた作品がありましたので、紹介します。
「祖母には、明るく、楽しい青春時代はなかっ

た、今の姿は、知らない人から見れば、壊れて
しまった老人にしか見えないと思う。24 時間介
護している母の姿を見ているうちに、どう接し
たらよいのか、自分に出来る事は何かが分って
きた。どんどん壊れていく祖母の人格や要望を
受け止めてあげること、そして最後まで人とし
て尊重してあげることが家族の義務だと気付い
た。一つ一つが失われていく祖母の記憶から少
しでも悲しみが減るように願いながら、今日も、
同じ話に、明るく返事をしてあげよう、今日も
優しい気持ちで手を引いてあげよう、祖母の記
憶に、私の笑顔をたくさん残してあげたいと思
う。」

最低賃金額が 770 円に改正寄付・寄贈のお礼（６/21 ～７/12）【敬称略】

県内の事業場で働く全ての労働者と、労働者を一人で
も使用している全ての使用者に適用される「長野県最低
賃金」が改正されました。この機会に、賃金の確認をし
てみてください。また、最低賃金の引き上げに向けた中
小企業への支援制度（業務改善助成金やキャリアアップ
助成金、相談窓口）がありますので、活用ください。
問長野労働局労働基準部賃金室　4026・223・0555
松本労働基準監督署（旧明科町区域）　40263・48・
5693
大町労働基準監督署（旧明科町区域を除く）　40261・
22・2001

10 月
から

粗
大
ご
み
の
業
者
回
収
が
行
わ
れ
ま

す
。
家
具
、
布
団
な
ど
の
粗
大
ご
み
を

有
料
回
収
す
る
ほ
か
、
使
用
済
小
型
家

電
は
無
料
で
回
収
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
13
日
（
日
）
午
前
8
時

30
分
～
10
時

●
場
所　

堀
金
支
所 

南
側
駐
車
場

●
そ
の
他　

▽
市
内
在
住
者
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
▽
当
日
は
、
誘
導
看
板
と
係
員

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

11
月
13
日
粗
大
ご
み
回
収
が
行

わ
れ
ま
す

問
廃
棄
物
対
策
課
廃
棄
物
対
策
担
当

（

71
・
２
４
９
０ 

72
・
３
１
７
６
）
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●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
報
酬　

市
が
規
定
す
る
額

●
申
し
込
み　

申
込
書
と
小
論
文
「
安

曇
野
市
に
お
け
る
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
福
祉
に
つ
い
て
」（
８
０
０
字
以

内
、書
式
自
由
）
を
11
月
２
日
（
水
）

ま
で
に
持
参
、
郵
送
ま
た
は
電
子
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
応
募
書
類
は
返
却

し
ま
せ
ん
。）

※
申
込
書
は
長
寿
社
会
課
か
各
支
所
地

域
課
窓
口
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

●
そ
の
他　

結
果
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

●
提
出
先　

▽
持
参
の
場
合　

本
庁
舎

１
階
�
番
窓
口
▽
郵
送
の
場
合
〒
３

９
９
‐
８
２
８
１（
住
所
記
載
不
要
）

長
寿
社
会
課　

福
祉
政
策
担
当
宛
て

特
定
疾
患
患
者
見
舞
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
の
で
、
対
象
者
は
、
次
の
と
お
り

申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
支
給
条
件　

本
年
11
月
１
日
（
基
準

日
）現
在
、市
内
に
引
き
続
き
６
カ
月

以
上
住
所
を
有
し
、
県
か
ら
次
の
受

給
者
証
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け

て
い
て
、
そ
の
受
給
者
証
の
有
効
期

間
内
に
基
準
日
が
含
ま
れ
る
こ
と

▽
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

▽
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
医
療
費
受
給
者
証

▽
小
児
慢
性
特
定
医
療
費
医
療
受
給

　

者
証

▽
特
定
医
療
費
受
給
者
証

▽
長
野
県
特
定
疾
病
医
療
費
受
給
者

　

証

●
申
請
者　

支
給
条
件
に
該
当
す
る
本

人
ま
た
は
そ
の
人
の
看
護
者

●
見
舞
金
の
額　

１
万
２
０
０
０
円

●
申
請
方
法　

福
祉
課
ま
た
は
近
く
の

各
支
所
地
域
課
ま
で
次
の
も
の
を
必

ず
持
参
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
各
受
給
者
証

▽
振
込
み
を
希
望
す
る
通
帳

▽
印
鑑

●
受
付
期
間　

11
月
１
日
（
木
）
～
平

成
29
年
2
月
28
日
（
火
）
の
午
前
8

時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

11
月
28
日
（
月
）
ま
で
に
申
請
の
あ

っ
た
人
に
は
、
12
月
中
に
指
定
さ
れ
た

口
座
へ
振
込
予
定
で
す
。

年
齢
や
性
別
、
障
が
い
の
有
無
な

ど
の
枠
を
超
え
、
暮
ら
し
の
中
で
生
じ

る
生
活
上
の
課
題
や
地
域
課
題
を
解
決

し
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、「
市
地
域
福

祉
計
画
推
進
・
策
定
委
員
会
」
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

こ
の
協
議
会
で
、5
年
ご
と
に
改
定
す

る
「
市
地
域
福
祉
計
画
」
の
策
定
や
評

価
、
施
策
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
協
議

し
て
い
た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
す
る
20
歳

以
上
で
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た

す
人

▽
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会

議
員
で
な
い
こ
と
▽
常
勤
の
国
家
公

務
員
お
よ
び
地
方
公
務
員
で
な
い
こ

と
▽
市
の
附
属
機
関
等
の
公
募
委
員

と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
▽
市
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と
▽
平
日
開
催
の

会
議
に
出
席
で
き
る
こ
と

もど子

祉

福市
地
域
福
祉
計
画

推
進
・
策
定
委
員
を
募
集

問
長
寿
社
会
課
福
祉
政
策
担
当

（

71
・
２
２
５
３ 

71
・
２
３
２
８
）

mchojushakai@
city.azum

ino.
nagano.jp

特
定
疾
患
患
者
へ
の
見
舞
金
支
給

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
担
当

（

71
・
２
２
５
１ 

72
・
２
３
２
８
）

●市県民税	 （３期）
●国民健康保険税	 （４期）
●後期高齢者医療保険料	 （７期）
●介護保険料	 （７期）
●水道料金	 （穂高・三郷地域）
●下水道料金	 （豊科・堀金・明科地域）

＝納期限は10月31日（月）＝

10月の納期
9 月分の空間放射線量

本庁舎で測定された値は健康に影響のないもので
した。詳しくは市ホームページまたは担当課まで問
い合わせください。
問環境課環境保全担当　471・2491　672・3176

測定
結果

測定地点
（マイクロシーベルト／時間）

9/5（月） 9/12（月） 9/20（火） 9/27（月）

本庁舎（豊科） 0.08 0.09 0.07 0.08

里親（家庭養護）推進フォーラム」

「未来へつなぐ、未来とつながる～地域で支える出産・子育て環境～」

子どもたちが健やかに成長していくためには、家庭の温か
い愛情が大切です。しかし、さまざまな事情から家庭で暮ら
すことができない子どもたちがいます。

このような子どもたちを自らの家庭に迎え入れ、温かい愛
情の中で育ててくださる皆さんを「里親」といいます。

地域住民の皆さんに、里親制度について理解していただくと
ともに、新規の養育里親の開拓を目的に、フォーラムを開催し、
里親制度の説明・里親の体験発表等を行います。皆さんの参
加をお待ちしています。

●日時　11 月 20 日（日） 午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
●会場　塩尻総合文化センター（塩尻市大門七番町 4 － 3）
●申込締切　11 月 11 日（金）
●問い合わせ・申し込み　児童相談所広域支援センター　
4026・238・8030　6026・238・8025
msatoya-shien@pref.nagano.lg.jp
※参加希望者は名前と連絡先をご連絡ください。

松本地域出産・子育て安心ネットワーク協議会による「公開講座」を行います。蛯原英里さんを
迎えてトークイベントやトークセッションを開催します。

●日時　11 月 6 日（日）　午後 2 時～ 3 時 40 分（開場午後 1 時）
●場所　長野県松本合同庁舎　講堂
●内容　▷蛯

えびはら

原英里さんトークイベント（午後 2 時～）
　・テーマ　「出産、子育て、仕事のこと」
　▷トークセッション（午後 2 時 40 分～）
　・テーマ　「知っていますか～お産を取り巻く現状～安心して出産・子　
　育てするために」
　・参加者　蛯原英里さん、金井誠さん（信州大学医学部保健学科長）、小
　　松あつ子さん（長野県助産師会安曇野地区会長）

●参加料　無料
●その他▷無料の託児を用意します。11月１日（火）までに事務局へ電話で申し込みください。
　　　　▷詳しくは「松本地域出産・子育て安心情報 web サイト」をご覧ください。
●問い合わせ　長野県松本保健福祉事務所総務課 440・1937　647・9293

松本地域出産・子育て安心ネットワーク協議会　公開講座

蛯原英里さん
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市
役
所
や
金
融
機
関
の
職
員
を
か
た

っ
て
、「
医
療
費
の
還
付
金
が
あ
り
ま

す
」「
健
康
保
険
料
の
還
付
金
が
あ
り

ま
す
」
な
ど
と
偽
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作

さ
せ
て
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
手
口
の

詐
欺
被
害
（
還
付
金
等
詐
欺
）
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

●
被
害
防
止
対
策

▽
市
役
所
の
職
員
が
、
医
療
費
等
の
返

金
を
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
受
け
取
る
よ
う
指
示

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
多
額
の
入
出
金
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
機
で
な
く

金
融
機
関
の
窓
口
で
行
い
、
少
し
で

も
不
審
に
思
っ
た
ら
、
金
融
機
関
職

員
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▽
「
お
金
を
返
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
て

も
、
一
度
は
電
話
を
切
っ
て
必
ず
誰

か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※
身
近
な
人
に
相
談
で
き
な
い
場
合
は

安
曇
野
警
察
署
や
、
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

中
学
生
の
目
線
に
よ
る
斬
新
な
ア

イ
デ
ィ
ア
や
発
想
を
今
後
の
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
す
と
共
に
、
政
治
へ

の
関
心
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
中
学
生
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
12
日
（
土
）
午
後
1
時

～
4
時

●
場
所　

市
役
所
3
階
議
場

●
内
容　

市
内
中
学
校
か
ら
選
出
さ
れ

た
18
人
が
、
今
後
の
市
の
姿
に
つ
い

て
提
言
型
の
質
問
を
行
い
ま
す
。

●
傍
聴　

傍
聴
席
を
用
意
し
ま
す
（
80

席
）。
中
学
生
や
教
職
員
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
な
ど
、
多
く
の
人
の
傍
聴

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他　

当
日
は
あ
づ
み
野
テ
レ
ビ

に
よ
る
生
放
送
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
が
緊
急
地

震
速
報
を
受
信
し
た
際
に
同
報
系
防
災

行
政
無
線
な
ど
が
正
常
に
起
動
す
る
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
に
訓
練
放
送
を
行

い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
4
日（
金
）午
前
10
時
頃

●
内
容　

同
報
系
防
災
行
政
無
線
か
ら

緊
急
地
震
速
報
の
訓
練
放
送
が
流
れ

ま
す
。
市
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

を
登
録
し
て
い
る
人
に
は
、
無
線
放

送
と
同
じ
内
容
の
メ
ー
ル
が
配
信
さ

れ
ま
す
。

●
そ
の
他　

災
害
の
発
生
な
ど
、
状
況

に
よ
っ
て
は
訓
練
放
送
を
中
止
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

ダウンロードはこちら

公式サイト：
http://machiiro.town/

心

安

全

安
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ‐Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
に
よ
る
緊
急
地
震
速
報
伝

達
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す

問
危
機
管
理
課
危
機
管
理
担
当

（

71
・
２
１
１
９ 
72
・
６
７
３
９
）

還
付
金
等
詐
欺
多
発
！

問
地
域
づ
く
り
課
市
民
相
談
室

（

71
・
２
４
９
６ 

72
・
３
１
７
６
）

中
学
生
議
会

問
学
校
教
育
課
教
育
指
導
室

（

71
・
２
４
６
１ 

71
・
２
３
３
８
）

せ

ら

知

お

スマホで広報紙を簡単にご覧いただけます
スマートフォン、タブレット向けの無料アプリ「マチイロ」
で「広報あづみの」を配信しています。このアプリをスマー
トフォンなどにダウンロードして、登録することでいつでも
広報をご覧いただけます。

ラジオでも市政情報を確認できます
ON AIR 情報　　あづみ野エフエム　76.1MH ｚで、市政からのお知らせ番組を放送中
　●広報あづみの暮らしのガイド　月曜日～日曜日　朝 6：55 ～　夕方 6：55
　●広報あづみのラジオ版　月曜日～金曜日　昼 6：45 ～　午後 2：45 ～

今年のテーマは「安曇野産サツマイモ」！北アルプスから
の清流と水はけのよい土壌、寒暖差のある気候と豊富な日光を
浴びたさつまいもは絶品。趣向を凝らした各店舗のサツマイモ
スイーツを堪能ください。詳細は問い合わせいただくかフェイ
スブックをご覧ください。
●期間　11 月 6 日（日）まで

【参加店舗一覧（順不同）】
①松月堂　西村商店　462・2115　②サロン・ド・テ　フルーヴ　473・7927
③サントゥール　ムラカミ　482・5551　④トリアノン洋菓子店　482・6550
⑤あづみ野菓子工房彩香　40120・049719　⑥ホテルアンビエント安曇野　483・5550
⑦あづみ野バザール若松屋　4090・9008・6986　⑧お茶元みはら胡蝶庵　473・6666
⑨ Chiffon シフォン　473・3804　⑩ベーカリーハウス NOJIRI　482・3314
⑪国営アルプスあづみの公園レストランあづみの　471・5511　⑫小柴屋　472・2201
⑬おいも日和安曇野店　488・2429　⑭丸山菓子舗本店　482・2203
問観光交流促進課　471・2053　672・1340
　フェイスブック　facebook.com/azumino.yasai.sweets

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

第 7回結家こどもまつり

発達障がい児のための福祉施
設「結家」の結家ガーデンで
育てたラベンダーから蒸留し
たオイルウオーターの販売や
たき火パン、カフェ、ワーク
ショップ等子ども達が精いっ
ぱいおもてなしをします。

日：11 月 13 日（日）
正午～

場：ケアガーデン結家
（穂高有明8969-
21）

定：なし 問：ケアガーデン結家　
483・1112

あづみ野寄席 2016

今年の公演は林家木久扇・木
久蔵の親子会。チケットは
10月23日（日）から販売しま
す。秋の夜長に人気落語家の
話芸をお楽しみください。

日：11 月 25 日（金）
午後７時～（開場
は午後６時 30 分）

場：豊科公民館大ホ
ール

費：【前売り券】指
定席 3,500 円、
自由席 3,000 円

【当日券】指定
席 4,000 円、自
由席 3,500 円

申・問：市商工会豊科支部
青年部　472・2986　
672・8461

m toyoshou@azumino-biz.net

子どもと大人のための
お話し会

絵本の群読やチェロの演奏、
物語りとチェロの二重奏等を
行います。（物語り：酒井倫子、
チェロ：原香恋）

日：10 月 22 日（土）
午後１時 30 分～

場：豊科交流学習セ
ンター「きぼう」
多目的ホール

費：無料
対：一般市民
定：100 人

申：不要
問：安曇野アートライン

推進協議会（安曇野ビ
ンサンチ美術館北山さ
ん）　483・5983

NPO法人のぞみ会
長野支部中信地区交流会

午前中に変形性股関節症の民
間温熱療法の体験、午後には
いろいろな病院の人工関節置
換術の体験発表などの情報交
換会を行います。

日：10 月 23 日（日）
午前10時～午後3時

場：サンフーズ（株）
松本市神林 7107-
42 臨空工業団地内

対：変形性股関節
症の人

定：若干名
費：1,000 円
持：昼食

申・問：NPO 法人のぞみ
会長野支部　倉科さん
477・3957

各種情報
日＝日時　場＝場所　定＝定員　対＝対象者　費＝費用　持＝持ち物
申＝申し込み　問＝問い合わせコーナー
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健康

里山
＋プラス

●
正
し
い
歯
み
が
き
を
し
ま
し
ょ
う
！

む
し
歯
・
歯
周
病
の
原
因
は
歯し

こ
う垢
で

す
。
歯
み
が
き
の
目
的
は
「
歯
垢
を
落

と
す
」
こ
と
。
あ
な
た
の
歯
み
が
き
は

大
丈
夫
で
す
か
？
図
を
参
考
に
歯
磨
き

の
正
し
い
方
法
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
む
し
歯
・
歯
周
病
を
防
ぐ
生
活
習
慣

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

▽
丁
寧
な
歯
み
が
き
を
す
る
▽
甘
い
物

の
だ
ら
だ
ら
食
べ
を
し
な
い
▽
両
方

の
奥
歯
で
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
▽
タ

バ
コ
を
吸
わ
な
い
▽
普
段
か
ら
口
を

閉
じ
る
習
慣
を
つ
け
る
▽
歯
ぎ
し

り
、
く
い
し
ば
り
を
し
な
い
よ
う
意

識
す
る
▽
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
つ

く
り
、
年
に
１
度
は
健
診
ま
た
は
歯

石
除
去
を
す
る

●
安
曇
野
っ
子
は
む
し
歯
が
少
な
い
？

永
久
歯
の
む
し
歯
の
指
標
と
な
る
の

が
、
12
歳
児
の
む
し
歯
数
。
市
の
平
均

は
県
や
国
よ
り
も
少
な
い
0
・
51
本（
平

成
27
年
度
）
で
し
た
。

ま
た
、
12
歳
児
で
、
む
し
歯
が
全
く

な
い
人
の
割
合
も
平
成
18
年
は
全
体
の

半
分
以
下
で
し
た
が
、
昨
年
は
7
割
を

超
え
ま
し
た
。
む
し
歯
予
防
へ
の
意
識

が
高
ま
り
、
年
々
良
い
結
果
に
な
っ
て

い
ま
す
。

●
歯
周
病
の
人
の
割
合
は
？

昨
年
度
、
市
で
実
施
し
た
成
人
歯
科

健
診
の
結
果
、
全
体
の
約
6
割
の
人
が

歯
周
病
で
し
た
。
歯
周
病
は
自
覚
症
状

が
少
な
い
た
め
健
診
を
す
る
ま
で
「
自

分
が
歯
周
病
と
は
気
づ
い
て
い
な
か
っ

た
」
と
い
う
人
が
多
く
い
ま
し
た
。

●
定
期
的
な
健
診
で
健
口
を
保
ち
ま
し

ょ
う
！

市
で
行
っ
て
い
る
検
診
の
利
用
や
、

定
期
的
に
歯
科
医
院
に
通
い
、
健
診
や

歯
石
垢
除
去
を
行
う
こ
と
で
、
口
の
健

康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

お
い
し
く
食
べ
て
、
笑
顔
で
暮
ら
す
た
め
に
は
、
口
の
健
康
（
健
口
）
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。「
い
い
歯
の
日
」に
口
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
健
健
康
推
進
課
健
康
支
援
担
当　

81
・
０
７
２
６　

81
・
０
７
０
３

11
月
8
日
は「
い
い
歯
の
日
」♪
健
口
で
心
も
体
も
歯
っ
ぴ
ー
に
♪

歯ブラシは小刻
みに振動させる

歯ブラシの
毛が開いた
ら交換を

歯と歯ぐきの境
目にピタッと当
てる

血が出ても怖が
らずに、優しい
力でみがく

1 日 1 回は、時
間をかけて丁寧
にみがく

歯垢は
細菌の塊
です

無料歯科健診

●日時　11 月 12 日（土）午後 2 時～ 4 時 30 分
●場所　豊科保健センター
●内容　歯科健診、歯科相談、歯みがき指導、

フッ化物塗布、入れ歯のネーム入れ（要予約）
●申し込み　不要　　●費用　無料
●問い合わせ　アルプス歯科クリニック

　　477・8901　677・8902

無料訪問歯科健診

●対象　在宅療養中で、自力で通院ができない人
●申し込み　電話かファクスで問い合わせ先に申し

込みください。訪問は申し込み順です。健診の結
果、治療・口腔ケアなどが必要な場合は後日対
応します。訪問時間等、詳細は相談し決定します。

●問い合わせ　高橋喜博歯科醫院
　　　　　　　473・3771　673・3771

市里山再生計画「里山保全・体験学習プロジェクト」の催し

長野県烏川渓谷緑地の催し

見えざるを見る～ハンターと歩く里山～
狩猟の魅力を知ってもらうため、ハンターと

一緒に里山を歩き、楽しみながら狩猟について
学びます。
●日時　11 月 26 日（土）午前 9 時～午後 3 時
●場所　明科「長峰荘」と周辺の里山
●対象者　狩猟に興味があり、2 時間程度里山を

歩ける小学生以上の人（小学生は保護者同伴）
※狩猟免許不要

●参加費　１人 500 円　●定員　20 人（先着順）
●内容　▷午前　ハンターとの里山歩き、シミュ

レーション射撃（実弾は使いません）、狩猟に
関する DVD 鑑賞　▷午後　ワナのしかけ体験
など（捕獲は行いません）※雨天時は室内の
プログラムのみ　

●申し込み　10 月 24 日（月）から 11 月 4 日（金）
の間に電話もしくは耕地林務課林務担当（2 階
�番窓口）へ申し込みください。（受付時間は
午前 9 時～午後 5 時）

ノルディック・ウオーク
烏川渓谷緑地を起点として、晩秋の烏川渓谷

沿いの林道をノルディック ･ ウオーキングをし
ながら自然観察を楽しみます。
●日時　① 11 月 3 日（木）午前 9 時 30 分～午

後 0 時 30 分② 11 月 5 日（土）午前 9 時 30 分
～午後 3 時

※受け付けはいずれも午前 9 時～
●場所 ①森林エリア駐車場から一の沢林道を散

策しながら冷沢小屋まで往復約 8㎞を歩きます
②水辺エリア環境管理事務所からまゆみ池ま
でを散策しながら往復約 14㎞を歩きます。

●定員　各日 25 人（先着順）
●講師 田中靖次さん（全日本ノルディック・ウ

オーク連盟 上級公認指導員）
●参加料　無料
●持ち物　飲み物・雨具・双眼鏡等※ 11 月 5 日
（土）は昼食持参

●その他　希望者へはポールの貸し出しがあります

コケ観察会
この時期美しさを増す烏川渓谷緑地のコケの

魅力について座学と観察を行います。
●日時　11 月 12 日（土）午前 10 時～午後 3 時
　※受け付けは午前 9 時 30 分～
●場所　森林エリア　森の家
●定員　25 人（先着順）
●講師 大石善隆さん（福井県立大学学術教養セ

ンター）
●参加料　無料
●持ち物　飲み物・昼食・筆記用具・ルーペ・

雨具等

安曇野　森林の楽校 2016
安曇野の自然を学習・体験するイベントを開

催します。全国から集まる参加者との交流も行っ
ています。
●日時　10 月 29 日（土）午前 11 時 30 分～ 10

月 30 日（日）午後２時頃（1 泊 2 日）
●場所　三郷小倉地区
●宿泊　安曇野地球宿（三郷小倉 4028-1）
●集合　午前 11 時 30 分に安曇野地球宿
●参加費　1 人 9,000 円
（１泊 3 食代、体験料、保険料等含む）

●定員　若干名
●内容　間伐体験、獣害対策の現場を歩く、温

泉入浴、リンゴ収穫体験など　
●申し込み　10 月 24 日（月）から 26 日（水）

の間に電話もしくは耕地林務課林務担当窓口
（2 階�番）へ申し込みください。（受付時間は
午前 9 時～午後 5 時）　※宿泊しない場合は相
談ください。

問耕地林務課林務担当　471・2432　671・2507

問都市計画課公園緑地係　471・2249　672・3569

【コケ観察会・ノルディックウオーク共通事項】
●申し込み・問い合わせ先

開催日前日までに長野県烏川渓谷緑地環境管
理務所に電話・ファクス・Ｅメールのいずれ
かの方法で申し込みください。（受付時間は午
前 9 時～午後 5 時）
4673・0203　mkarasu@anc-tv.ne.jp

【市歯科医師会主催】いい歯の日無料歯科検診のお知らせ

歯周病健診結果
（Ｈ 27 年安曇野市）

異常なし
41％

歯周病
59％
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11月（November）の予定
11 月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

10日（木）	（予約日：4日（金））・24日（木）（予約日17日（木））
場市役所 2 階　相談室 211
時 13：30～16：30　※ひとり 20 分
問市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）
※電話予約…予約日の9時～12時
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中のもの、すでに弁護士に相談中の事項はお受けできません。

弁護士会による無料法律相談  要予約

介護相談　　　　時平日 8：30 ～ 17：00　

場問中央地域包括支援センター（市役所 1 階）
　　（℡72-9986・FAX71-2503）
場問北部地域包括支援センター（穂高支所内）
　　（℡81-0760・FAX88-3711）　
場問南部地域包括支援センター（三郷支所 1 階）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

子ども･ひとり親家庭･女性の相談 要予約
毎週月～金曜日　※ 3・23日は行いません。　時 8：30 ～ 17：00
場問子ども支援課家庭児童相談室（℡71-2265・FAX72-2065）

消費生活相談　時平日8:30～17:15 ※電話相談も可。

場問消費生活センター（市役所 2 階）
　　（℡直通71-2100、携帯090-5203-2011・FAX 72-3176）
※消費者ホットライン（局番なし）188 番「嫌や！（イヤヤ！）」

11月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

10日（木） 場市役所 4 階　会議室 401　※生活相談も含む

10日（木） 場市役所 3 階　相談室 311

労働に関する相談　　　

11月の児童館の予定
･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費　休館日 ･･･ 日曜・祝日

※市内 9つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。
　各事業の詳細は地域の児童館までお問い合わせください。
※キッズパークは就園前親子の皆さんが対象の登録制サークルです。

問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）
※ 1 回の相談時間 50 分で 3 枠。予約は前日の正午まで。
18日（金） 場市役所3階　相談室311　※ 40 歳代前半まで

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  要予約

3日（木）文化の日 6日（日） 13日（日）　 20日（日）　 23日（日）勤労感謝の日 27日（日）
古 川 医 院
82-4385［穂高］

堀 内 医 院
82-3324［穂高］

追 分 ク リ ニ ッ ク
82-2129［穂高］

穂 高 病 院
82-2474［穂高］

塔 の 原　 内 川 医 院
81-2121［明科］

村 山 医 院
82-2101［穂高］

ふ じ も り 医 院
72-2011［豊科］

あづみ野平林整形外科
88-3322［堀金］

根 津 内 科 医 院
82-8382［穂高］

信濃内科循環器科医院
82-7722［穂高］

髙 橋 医 院
82-2561［穂高］

せき泌尿器科クリニック
82-0666［穂高］

赤津整形外科クリニック
76-3133［三郷］

こばやし内科クリニック
71-1117［豊科］

山 田 医 院
72-3207［豊科］

木 暮 医 院
77-2119［三郷］

あさひ内科クリニック
50-8075［豊科］

こうの内科循環器科
71-5881［豊科］

笠 原 歯 科 医 院
72-2108［豊科］

佐野歯科クリニック
82-2073［穂高］

土 居 歯 科 医 院
72-2462［豊科］

アルプス歯科クリニック
77-8901［三郷］

小 山 歯 科 医 院
62-3080［明科］

丸 山 歯 科 医 院
72-2202［豊科］

教育に関する相談

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15
毎週月～金曜日　※ 3・23 日は行いません。
場問教育相談室（豊科公民館内）（℡73-1624・FAX72-2204）
教育全般（子育て・学校生活・不登校・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00

毎週月～金曜日　※ 3・23 日は行いません。
場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX72-2204）
※電話相談可。まずはお電話ください。

17日（木）　時13：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見など）
場市役所 2 階相談室 211・212
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※開催日の2日前までにご予約ください。

行政書士による無料相談   要予約

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

７日（月）・★ 21日（月）	 時 13：00～16：00
場堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）
８日（火）・★ 22日（火）	 時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
９日（水）・★ 22日（火）	 時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
10日（木）・★ 24日（木）	 時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
11日（金）・★ 25日（金）	 時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）

母乳・育児相談 ※母乳相談は要予約　時 9:30 ～ 11:00

	 1・15日（火）	場問明科保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
	 8日（火）	 場問堀金保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）
	 9日（水）	場問豊科保健センター（℡81-0713・FAX81-0703）
	10・24日（木）	場問三郷保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）
	 17日（木）	場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

こころの相談

精神科医による精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～
ユニオンサポートセンターの相談会  要予約 	 時 18:00 ～ 20:00

中信労政事務所の相談会 	 時 13:00 ～ 16:00

7・14・21・28日（月）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

児童・思春期精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～

10・17・24日（木）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

精神科医による依存症相談  要予約 	 時 13:30 ～

4日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

 あずみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00

2・9・16・23・30日（水）　（23・30日は豊科公民館2階和室）
場豊科交流学習センター「きぼう」学習室
問健康推進課健康支援担当（℡81-0711・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。※ 2・16 日は家族会

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152

	読み聞かせ	 7・14日（月）	 11：00 ～ 11：20
	 みんなあつまれ！ママキッズビクス
	 要予約   定員：30組	 22日（火）	 10：30 ～ 11：30
	 持ち物：タオル、飲み物、上履き

	育児相談	 25日（金）	 10：30 ～ 12：00
	チャレンジタイム  豆腐を使って 簡単おいしいおやつ作り

	 要予約 100円   定員：20人	 26日（土）	 10：30 ～ 11：30
対象：小学生　持ち物：エプロン、三角きん

	 お下がり会（キッズリユース） 	 29日（火）	 10：30 ～ 11：00
	 出品者は申し込み順、一般参加者は整理番号札順に入場してください。

★高家児童館 TEL・FAX72-5685

	キッズパーク やきいも会	 8日（木）	 10：30 ～ 11：30
	 要予約 100円   対象：０、１、２歳児合同　定員：15組

	 ヨガ de リフレッシュ！	 11日（金）	 10：30 ～ 11：30
	 要予約   定員 20組　持ち物：水分、タオル、大判バスタオル　※託児あり

	キッズパーク おやつ作り（おからのクッキー）
		  15日（火）・16日（水）・17日（木）	 10：30 ～ 11：30

	要予約 100円   対象：15日（火）は 2歳児以上、16 日（水）は 1歳児、
17 日（木）は 0歳児定員：各 5組　持ち物：エプロン、三角きん、飲み物

	 読み聞かせ	 17・24日（木）	 11：00 ～
	 育児相談 	 18日（金）	 10：30 ～ 12：00
	 チャレンジタイム 絵てがみ作り	 26日（土）	 10：30 ～ 12：00
	 要予約 200円   定員 20人　対象：小学生

TEL・FAX83-5494★穂高北部児童館
	子育て勉強会 音とあそんでひろがる世界

	 要予約   定員：25組　持ち物：飲み物	 1日（火）	 10：30 ～ 11：30
	育児相談	 4日（金）	 10：30 ～ 12：00
	読み聞かせ	 4・18日（金）	 11：00 ～ 11：20
	みんなあつまれ！	 11日（金）	 10：30 ～ 11：30	 11 月生まれハッピーバースディ♡

	わらべうた 	 14・21・28日（月）	 11：10 ～
	 地域の方の知恵袋  クリスマスリース作り
	 要予約   定員：25組	 22日（火）	 10：30 ～ 11：30

	身体測定	 25日（金）	 10：30 ～ 12：00
	 餅つき会 児童館・笑顔ごはん（地域の方の知恵袋）
	 要予約 子ども100円大人200円   	 26日（土）	 10：30 ～ 12：30
定員：30組　対象：乳幼児親子、小学生、一般　持ち物：飲み物

	 ファミリーサポート登録会	 30日（水）	 10：30 ～
登録料無料　持ち物：印鑑

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-０１８６

	読み聞かせ	 7（月）・18日（金）	 11：00 ～ 11：20
	 チャレンジタイム  ドッヂビー練習会	 12日（土）	 14：00 ～ 15：30
	 要予約 100円   定員 30人　対象：小学生　　持ち物：飲み物、タオル

	育児相談	 14日（月）	 10：00 ～ 12：00相談予約：直接児童館へ申し込み

TEL・FAX82-2527★穂高西部児童館
	育児相談・身体測定	 4日（金）	 10：00 ～ 12：00	 ★身体測定は 10：30 ～ 12：00

	読み聞かせ	 28日（月）	 11：00 ～ 11：20

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126

	キッズパーク やきいも会	 8日（木）	 10：00 ～ 12：00
	 要予約 100円   対象：０、１、２歳児合同　定員：10組

	 ファミリーサポート登録会	 11日（金）	 10：30 ～登録料無料　持ち物：印鑑

	 育児相談・身体測定	 14日（月）	 10：00 ～ 12：00
	キッズパーク フラワーアレンジメント

		  15日（火）・16日（水）・17日（木）	 10：30 ～ 11：30
	要予約 300円   対象：15日（火）は 2歳児以上、16 日（水）は 1歳児、
17 日（木）は 0歳児　定員：各 5組

	 読み聞かせ	 21日（月）	 11：00 ～ 11：20

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621

	みんなあつまれ やきいも会	 1日（火）	 10：30 ～ 11：30
	要予約 100円   定員：50組　持ち物：飲み物　※雨天の場合 4日（金）
に延期

	読み聞かせ	 16日（水）	 11：00 ～ 11：20
	 育児相談・身体測定	 18日（金）	 10：30 ～ 12：00	 ★身体測定は 10：00 ～ 11：30

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124

	キッズパーク  やきいも会	 2日（火）・4日（木）	 10：30 ～ 11：30
要予約 100円   対象：０、１、２歳児合同　 定員：各 5組　持ち物：飲み物

	キッズパーク  運動遊び	 8日（火）・10日（木）	 10：30 ～ 11：30
要予約 100円   対象：8日（火）は１歳、２歳児合同、4日（木）は 0歳児
定員：各 5組　持ち物：飲み物、運動ができる服装

	 読み聞かせ 対象：小学生	 10日（木）	 16：00 ～
	みんなあつまれ 秋を楽しもう！	 15日（火）	 10：30 ～ 11：30
	要予約 100円   定員：30組　持ち物：エプロン、三角きん、マスク、皿、
はし、飲み物

	 育児相談	 18日（金）	 10：30 ～ 12：00
	読み聞かせ 	 18日（金）	 11：00 ～ 11：20

	 餅つき会 児童館・笑顔ごはん（地域の方の知恵袋）
	 要予約 子ども100円大人200円 	 26日（土）	 10：00 ～ 11：30
対象：幼児親子・小学生　定員：40組　持ち物：エプロン、三角きん、マスク、
皿、はし、飲み物

	キッズパーク  やきいも会	 1日（火）	 10：30 ～ 11：30
要予約 100円   定員：各 5組　持ち物：飲み物

	 子育て勉強会 住まいの手入れと手軽なおやつ
	 要予約 100円  （資料代）	 4日（金）	 10：30 ～ 11：30
	 肉まん 児童館・笑顔ごはん（チャレンジタイム）	
	 要予約 100円   定員：20人	 5日（土）	 10：30 ～ 12：00
対象：小学生　持ち物：お茶

	 育児相談 	 11日（金）	 10：30 ～ 12：00
	キッズパーク リズム遊び	 15日（火）・16日（水）	 10：30 ～ 11：30
要予約   対象：15日（火）は 2歳児以上、16 日（水）は 1歳児
定員：各 5組

	キッズパーク アロマでほっと一息	
	 要予約   対象：0歳児 定員：5組	 17日（水）	 10：30 ～ 11：30
	読み聞かせ	 21日（月）	 11：00 ～
	みんなあつまれ ブッシュ・ド・ノエル

	 要予約 100円   定員：20組	 25日（金）	 10：30 ～ 11：30
	 持ち物：エプロン・三角きん

	 卓球教室	 26日（土）	 00：00 ～	 ＊＊＊＊＊＊＊

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122

25日（金）場穂高会館　※女性の人権相談　
問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

人権よろず困りごと相談　時10：00 ～ 15：00 

※予約は前日の 17：00 まで

問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）

	 安曇野市児童館対抗ドッヂビー大会
	 	要予約 100円   対象：小学生	 19日（土）	 9：30 ～ 12：30
会場：穂高総合体育館アリーナ　申込みはお近くの児童館へ

 ★９館合同企画
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本 　 庁 　舎	 〒399-8281	 長野県安曇野市豊科6000番地	 TEL 0263-71-2000	 FAX 0263-71-5000

穂 高 支 所	 〒399-8303	 長野県安曇野市穂高6658番地	 	 FAX 0263-82-6622

三 郷 支 所	 〒399-8101	 長野県安曇野市三郷明盛4810番地1	 	 FAX 0263-77-6060

堀 金 支 所	 〒399-8211	 長野県安曇野市堀金烏川2750番地1	 	 FAX 0263-72-4900

明 科 支 所	 〒399-7102	 長野県安曇野市明科中川手6824番地1	 	 FAX 0263-62-4747
古紙配合率 80％
再生紙を使用しています。

人口と世帯 2016.10.1 現在（　）内は対前月比
人口　98,226 人（－ 17）男 47,598 人（－ 32）女　50,628 人（＋ 5）
世帯　38,819 世帯（＋ 22）

11/5 6・土 日
日時：午前 10 時～午後４時
場所：穂高神社特設会場
　　　（北・南神苑およびその周辺）

※会場へは、ＪＲ大糸線または、無料シャトルバス（発着：穂高プール駐車場・県民豊科運動広場駐車場・穂高会館
　運行：午前９時 30 分～午後 4 時 30 分）をご利用ください。６日は会場周辺で交通規制があります。

時間延長窓口11月1日（火）・15日（火）
 （午後５時15分から８時まで）
休日開庁日11月27日（日）
 （午前８時30分から正午まで）
※転出入・転居等一部業務のみ取り扱います。

事前に問い合わせください。

本庁舎夜間・休日開庁日

会　場　案　内（販売ブース等）
※そばをメインとしたお祭りです。そばアレルギーの人はご注意ください。

イベント案内

新そば販売
午前 10 時～午後４時

☆全店共通メニュー
もりそば５００円
数に限りがあります。
お早めに！

うまいもの販売
午前10時30分～午後3時30分
感謝祭特製メニュー
あづみ野丼
玉ねぎスープ付き
限定販売
両日各 500 食

スイーツ販売
午前 10 時～午後４時
地元産のサツマイモを
使った
新作やさいスイーツ
限定販売 お早めに！

（関連記事 35 ページ）

11/5（土）

11/6（土）

11/5（土）・6（日）

●開会式　●豊穣宝船奉納
●市消防団音楽喇

ら っ ぱ

叭隊
●ハート・トゥ・ハートバンド
●穂高商業高等学校吹奏楽部
●松本山雅 FC ステージイベント

●松本音楽団　●安曇野吹奏楽団
●穂高商業高等学校琴部
●そば落語会

●大道芸人クラウンベル
●バルーンアート
●クラフト作品販売

□その他の主な販売ブース
●駅前通りグルメストリートとマルシェ（6 日のみ）・特産品販売
●農林業まつり（地元農家・農業関係団体・友好都市・地元高校・大学等

の物産販売等）
　※ 6 日午後 3 時 30 分から豊穣宝船の野菜配布

新そば祭り
11/1（火）～ 30（水）
市内約 50 店舗で開催！

●問い合わせ　市商工会本所内実行委員会事務局　487・9750 または市商工労政課　471・2041

各支所への電
話は本庁舎か
ら転送します

ホームページは
こちら

※写真は昨年のものです


